
2024年度 授業概要
学 イ斗:柔道整復科

科 日名
(英 )

運動学

Kinesiology

必惨
選択

必惨 年次
担当教員 熱田生/辻康夫

実務経験 ○

授業
形態

誘 義
総時間
(単位 )

Ｇ０

　

３

開諮区分

曜日・時限

前期後半・後期

コース 共通 月
'こ

123限

【l員業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

基礎を元に、関節運動、それを動かす筋、神経について理解する。実際に自分の身体を使い運動を実践しながら運動について説明てきるよう
になることで理解を深めていく。
運動器の構造、機能で学んだ知識を生かし、可動域を考えながら運動、動作を探求する。
実務経験
熱田生:九州大学クラウンプリッジ補綴学に所属しつつ義歯補綴科で臨床に従事している。
辻康夫|九州大学病院7年、てりは矯正歯科8年歯科臨床に携わる。

【到連目標】

骨、筋の知識をより実践的に理解できるようにする。

'貴

素討回・ぬ審

1回 目 運動学概論、重心、ベクトルについて理解できる

2回 目 てこについて理解できる

3回 目 骨の構造、機能、カルシウム代謝について理解できる

4回 目 関節の構造、機能について理解できる

5回 目 筋の構造、機能、筋収縮について理解できる

6回 目 筋収縮に必要なエネルギーについて理解できる

7回 目 筋収縮の様態、随意運動の発現について理解できる

8回 目 上 R文帯の運動学について理解てきる

9回 目 肘関節の運動学について理解できる

試験 ,解説

11回 目 前期範囲の復習①

1⊇回目 前期範囲の復習②

la回 日 神経の構造について理解できる

14回 目 運動感覚について理解できる

15回 目 反射について理解できる

16回 日 肩関節、前腕の運動について理解できる

17回 目 手関節の運動について理解できる

18回 目 股関節の運動について理解できる

19回 目 膝関節、足関節の運動について理解できる

20E。]目 学期末試験

体幹と脊柱の運動 胸椎 腰椎 仙椎について理解できる

22回目 体幹と背柱の運動 顔面 頭部 姿勢について理解できる

23回目 姿勢 (重心、立位姿勢、立位姿勢抑制 )について理解できる

24回 目 歩行 (同期、分析 )に ついて理解てきる

25回 目 歩行 (分析、代謝、異常歩行 )について理解できる

つ6回 目 運動発達 (反射・反応、上肢の発達 )に ついて理解できる

?7回目 運動学習 (動機付け、記憶、学習 )に ついて理解できる

?a回 目 総復習

29回 目 総復習

30回 目 学期末試験

準備学習

時間外学習

各運動について理解を深める上で、解制学 (骨・筋・神経)の復習は必須となります。歩行についても、自分 自身で歩行を実践し復習
してください。

覚えられるところは授業中に覚える。必要に応じて自宅学習を行う。

評価方法 筆記試験 (1009′o)

受講生への
メンセージ

解剖学で学習した固節を実際に動かすことで運動学となります。各関師の運動や、総合的な運動として歩行などを学習していきま
す。自分の身体を使い、実際に運動をしながら学習してください。また欠席のないように注意して下さい。
骨、筋の知識を復習しながら、必要に応して自宅学習をすることが望ましい。

【使用教科書教材 参考書】

運動学 全国柔道整復学校協会 監修



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

外科学概論

Surgery

必修
選択

必修 年次
担 当教員 今村 公―

実務経験 O

摂業
形態

講義
総時間
(単位 )

６０

　

３

開講区分

曜日・時限

前期・後期

コース 共 通 上日・不定

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような,受案を実施するのか、具体的に記載する)

医療人として必要な外科学全般について、疾患の病態、原因、症状、予防、治療などについての基本を教科書およびプリントを使用して学習する。 本講義終了時には各々の項目につ
いて説明てきるようになる。

実務孝す
又験 :外科学会専問医として外科診療に従事している。

【到達目標】

将来、柔道整復師と仕事をするうえで必要な外科学知識を身に付ける。国家試験問題に対応てきる知識を身に付ける。脳神経外科疾患、甲状腺、頚部疾患、胸壁、呼吸器疾患、心,身、
脈管疾患、乳腺、腹部外科疾患について重要な点、禁忌を理解し、各項目について説明できるようになる。

授葉計画・内容

1回 目 総論 損傷 倉1傷について説明てきる

2回 目 総論 熱傷について説明できる

3回 目 総論 炎症と外科感染症について説明できる

4回 目 総論 B重瘍について説明できる

5回 目 総論 ショックについて説明できる

6回 目 総論 輸血 輸液について説明できる

7回 日 総諭  消毒と減菌について説明できる

8回 目 総論 手術について説明できる

9回 目 総論 麻酔について説明てきる:全身麻酔

iO回 自 総論 麻酔について説明できる:局所麻酔

11回 目 総論 移植と免疫について説明てきる

12回 目 総論 出血と止血について説明できる|その 1

,3回 目 総論 出血と止血について説明できる:その2

14回 目 まとめ。オリジナルテストによる総復習など

15回 目 各論 :脳神経外科疾患について説明できる。 その 1

16回 目 脳神経外科疾患について説明できる。その2

17回 目 各論 :心臓・脈管疾患 その 1

10回 目 心各論 :臓・脈管疾患 その2

19回 目 復習譜義 :試験前対策

20回 目 学期末試験

之1回 目 各論 :脳神経外科疾患について説明できる その 1

22回 目 各論 :1悩神経外科疾患について説明できる その2

23回 目 各論 :心臓血管外科疾患について説明できる。 その 1

24回 目 各論 :心臓血管外科疾患について説明できる。 その2

25回 目 各論 :呼吸器外科疾患について説明できる。

26回 目 各諭 :腹部の外科疾患について説明できる。その 1

27回 目 各論「腹部の外科疾慈について説明できる。その 1

28回 日 各論 :肝臓.胆道系の外科疾患について説明できる

29回 目 各論 :甲状腺.乳腺外科疾患について説明できる。総復習とオリジナルテスト

30回 目 学期末試験

準備学習
時間外学習

事前予習てはなく復習が必要不可欠てある為。自宅ての学習をしつかりと行つてください。復習も講義後、速やかに要点をテェックするように心がけてください。また、講
義前に教科書をど」売んだだけではわかり1こくい内容もあると思います。このため、復習に重点を置いて学習してください。復習は最低、講義プリントの再チェック 該当範
囲の教科書のチェック、および講義小テストのチェックを行つてください。

評価方法 学期末試験 (10Щ )により評価する。

員謙生への
メッセージ

日常生活で見かける外科的疾患は癌などのえ重理や外傷などに角虫れることがあるかと思います。医療人を目指すにあたり、これらの知識を身につけておくことは将来、
きつと役に立つと思います。頑張つて学習してください !

【使用教科書・教材・参考審】

講義プリント,外科学 全国柔道整復学校協会 監修



2024年度 授業概要
学 科 :柔遭整復科

科目名

(英 )

整形外科学

OAhopedic Surgery

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 今村 公―

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間

(単位 )

60

3

開請区分

曜日・時限

前期・後期前半

コース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

整形外科学的検査や診寮法を学習することにより、専F尋的知識を修得することはもちるんのこと、医接連携のとれる柔整師になれるようになる。

実務経験:外科学会専門医として外科診療に従事している。

【到達目標】

Э整形外科的診察法を実践できる
の画像診断について説明てきる
②整形外科的腫瘍について理解し説明ができるようになる
④国家試験に対応できるレベルの理解力を修得する

授業計画・内容

1回 目 運動器の基礎知識について理解する

2回 目 整形外科診察法について理解する

3回 目 整形外科検査法について理解する

4回 目 整形外科的治療法について理解する

5回 目 骨関節損傷総論について理解する

6回 目 スポーツ外傷 総論・リハビリテーション総論について理解する

7回 目 感染症について理解する

8回 目 骨腫瘍について理解する

9回 目 軟部腫瘍について理解する

10回 目 関節リウマチ(OAXこついて理解する

11回 目 全身性の骨軟部疾患について理解する

12回 目 骨系統疾患について理解する

13回 目 全身性疾患について理解する

14回 目 骨端症について理解する

15回 目 神経麻痺について理解する

16回 目 全身性神経線維症について理解する

17回 目 脊髄腫瘍について理解する

18回 目 身体部位別各論 頚部・胸椎部について理解する

19回 目 前期総復習

20回 目 前期定期試験

21回 目 身体部位別各論 肩 について理解する

22回 目 身体部位別各論 上腕 について理解する

23回 目 身体部位別各論 月寸・前腕 について理解する

24回 目 身体部位別各論 手関師・手 について理解する

26回 目 身体部位別各論 骨盤 について理解する

26回 目 身体部位別各論 股関節 について理解する

27回 目 身体部位別各論 大腿 について理解する

28回 目 身体部位別各論 月黍・下腿 について理解する

29回 目 後期前半総復習

30回 目 後期前半定期試験

準備学習
時間外学習

各授業の復習を家庭で実施してください

評価方法 定期試験 100%

受講生への
メッセージ

整形外科の領域は柔道整復師の業務と関わりが深い内容です。正しい知識を身につけ、それぞれの業務範囲の中で医接連携がとれるようになつてください。欠席がない
ようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

整形外科学 全国柔道整復学校協会 監修



2024年度 授業概要
学 科:柔道整復科

担当教員 宇都宮 美咲必修

選択
必修 年次 3

実務経験 〇
科目名

(英 )

衛生学・公衆衛生学

Hygiene/Pub“c Hcalth 前期・後期前半

ヨース 共通

授業

形態
講義

総時間

(単位 )

６０

　

３

開講区分

曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、

生学。公衆衛生学を学ぶ事で、現代社会で最も重要とされる問題の一つである感染症対策を含め、個々の健康を守るためだけでなく、地域社会ヘ

る )的

九州大学病院、福岡赤十字病院、九州大学、一般歯科医院などに勤務

【到連目標】

説明力くできるようになる。

授業計画・内容

1回 目 人口統計および保健衛生統計について理解する

2回 目 生活の役割 健康の測定・人ロピラミッド、人口静態統計 人口動態統計について理解する

3回 目 疾病の自然史 危険因子 疾痛予防の段階について理解する

4回 目 感染症とは、感染症成立の条件、その他の感染症についてI塁解する

5回 目 ウィルス感染症、細菌感染症について理解する

6回 目 感染症の予防対策について理解する

7回 目 消毒の意義 種類と方法、院内感染対策について理解する

8回 目 環境問題 :温暖化、砂漠化、酸性雨などについて理解する

9回 目 公害 :考え方、歴史、わが国の四大公害訴訟について理解する

10回 目 空気の衛生 :成常成分、異常成分、内分泌かく乱物質について理解する

11回 目 水の衛生と水質汚濁 :上水、下水、健康被害について理解する

12回 目 住居 :健康な住居の原則について理解する

13回 目 食品衛生活動 !食中毒、安全対策、栄養対策について理解する

14回 目 母子保健の指標、母子保健行政、対策について理解する

15回 目 学校保健管理、保健教育:学校・指導について理解する

16回 目 産業保健の目的 :職業病とその対策について理解する

17回 目 健康診断,健康増進,リハビリテーションについて理解する

18回 目 生活習慣病 :がん、脳血管疾患、心疾患について理解する

19回 目 前期総復習

20回 目 前期定期試験・解答解説

2'回 目 高齢者福祉、認知症支援、介護保健について理解する

22回 目 精神の病気 :統合失調症、心身症、不安障害について理解する

23回 目 精神の病気 :物質関連障害、認知症、気分障害について理解する

24回 目 プライマリヘルスケア・ヘルス、プロモーション、WHOの活動について理解する

25回 目 衛生行政機構、国・都道府県・保健所・市町村について理解する

26回 目 医療保険 i制度の概要、保険給付、医療費の分析について理解する

27回 目 ヒヤリハット、インシデント、アクシデント、インフォームドコンセンHこついて理解する

28回 目 調査対象、記述疫学、分析疫学 (コーホート研究 症例対照研究)について理解する

29回 目 後期前半総復習

30回 目 後期前半定期試験・解答解説

準備学習

時間外学習
衝生学の基礎知識を習得し、説明ができるようになる

評価方法 定期試験 100%

受講生への
メッセージ

国家試験も近いので、対策もその都度行つていきます

【使用教科書・教材・参考書】

公衆衛生学 全国柔道整復学校協会 監修



2024年度 授業概要
挙 器,柔遭譲復料

聾当執長t   遠康夫/角静善
必や蟄

必修
滋択

年 次

実務連続!      ё科 13堪
(葵 )

解樹il学 :

Anntotty I

ヨース 共疑
蔭義

授葉
移態

船
　
４

総時斜蜀
(単位 ,

曜 日 火喜建 ,

区分

で必要な建勁器の名称、構遺.役額につとヽて学び、桑適駐雀師としての基礎固めを概う

rl登慕の挙習内容】 、知見を有す お( メ。のか、

に携わる

【F,l章目棒】

骨、筋の名幣、役割、構造、特徴について盈柁明ができるようになる

‐■ ■■●=‐●‐‐‐ ■‐ |   |‐ |||||1換細 直:秀懸| | ・ | |  ―■― |‐ ―‐‐ ‐―‐ |‐       |■ ●|l                            i: ―
ri■■ ||■ ■■|||  | ■―■■― ■■: ■

1回 目 解輝学権給、獨.の役害F、 骨の分類について酪解できる

倉ロロ 骨の組成、長骨の構造につ′ヽて理解で寺る

患口 H 骨の発生、骨の建結について理解できる

4どru目 カルシウム代謝について理解できる

5回 目 上破務の骨、扇BB節、肘酪目飾について理解で合る

S蜘 月 手の将'ぅ 弱簿|と ,いて理解でをる

'割
l』 下膜の骨、骨魁の構造f■ついて1晏解てきる

8鋤 懺 娩隅館、簾四鮒について理解できる

9回 目 下肢の常、段B毎善無1章ついて理解できる

10回 日 足の骨、関節の京とめ、関魯,どの分類について理解できる

,:回 翻 筋の介無、骨補筋搬飾についてI学解できる

12回 目 幅収確について理解できる

幣 l'1目 筋の分類、合格筋概論についで峰解できる

14F戯 目 盛好収籍1こついて理解できる②

15回 岳B 土腹の角″を支配神経ttついて理解できる

16回 目 下月支の毎嘉と支配神経について壌燭できる

1夕 L月lFl R匈草1こと
“
学吸:霊動についてとE解できる1

1懲園轟 胸聾と
'撃

吸運動について連解できと.2

I筆園碧 全体のまとめ

29出 轡



21回 日 てヽ理解てきる 1

12F,ど 目 てヽ理解できる2、 頭部の筋について壇鮮できる1

23固 雲 の筋について理解できる塑

24翻 曾 いて理辮てきる

23回 霞 漫透圧士拡散について理解できる

20国 目 瀑週臣謗長絡,こついて理解できる

拿▼回目 リウムィォンと由証子とついて理解できる

29園 蜃 てヽ理解できる

29脚 毎 l算習

30回 El 解説

3:騨 日 神子と系:牌について理鮮てきる

32「爾再繊 神器系:斉れ十についてま筆解てきる

e9回 目 誨々経系f求根力占籍・脳神経子こつしヽて理解できる0
34回 目 〔来Ⅲ啓

“

,経 ,脳神経について理解できるの

患3側曾 〔末構神経・書駐帝紳継itついて憂ヨ解で苦る

361ttl用 t点鵜梯給・白律神無について理解できる

静
'園
Fl 神搬系総復雷o

鶴回 底 神経系総復薄●

▼0回 目 粋雑糸盆復曽ё

わヽ螂目 ・解説

準(爺曾習
貯制ク牛学習

必要it応して白宅攀雷を行う。

部綴方法 (roc勇 )

メッ士 ジ・尊、防の学習:こおいては記
t本、理解する項目が多い為、自宅学習をすることア,1望ましい。

使用教科書・雑村 参ヽ考書】

と園柔遠整復学損協会 蛍修



2024年度 授業概要
学 科t象述撻復君

事都宮 美咲ノ辻 康大
必 磐

必修
選択

年次
当教員

0
科働奉
(英 )

解剖学江

Aratomy I 通年

ヨース 共通
損共移態 え舟場

構時F営埼
(単位)

開兼区分

4 月喜置,憔金曜Ⅲ 2,良

多コ■女集まつててきた多報朧生物であり、その最小単位て'ある燕1約 i↓分野 ,こも盛じる基磯K`ある,講嶺を通して、

るのか、具体ntli

樹飽 ,そ 1′(そ

そこで生じた磯醸ガス

その基子筆を学ぶ .
や老農物を取り除かなけ

貫、知見を有ケる教負が、滓のような接燕 る )

嶺」熾券十字病琉、ジ1,州大学,一般歯科盛暁などにより勤務
てりは矯正歯お:8年筐科ぬ療に犠′)る

【コ!速目採凝

宙系につし器 その構造てヽ系続メlに、 また、・機能な奮覚明で協 , 心脈
″
賞系につ てヽ説明できる。てヽその構造と機脅』こつし ‡た、その鈍裁を日常

におして活用でをるようになる̀

授条計爾,内容

1回 目 く組織)解創在理学の歴史についてその様要毒説明∵・きる

2回 目 細樹,H llこ繊。器官・辞官糸について、その擁要を説明でき′じ

e悧 目 ‡日聴の構欝とそ1,≫ |サ蟹,能について説明でを心

4囲 日 DドAの構造や棲製、蛋:茎質合成:■つも`て説明
`浄
る|こ―ンいて説r弓 できる

`翻

目 細地熊の
'蚕

過性|こついて説場できる

6職 日 協賀代部について説明できる

7回 R 細海の電気現象につしヽて畿傍月できる

8雲 Fl 五皮撫織・支持組織rに ついて説明できる

9封日 筋争鳳織について説明て・きる

iC団 蜃 神経組織について説ll現てきる

11囲 目 染4体帝減数分裂について説明できる

12回 目 受構お着休l_つ しヽて説明できる

,こ国目 〈循環》脈管系とその機妥を説明できる

I策卿日 ぬ省の杉盛≒と構造、機能白(l分類|よついて説明できる

iS回 目 血液:=ついて説明できる

15E臼』懲 心磯の位避'杉態・構造ifついて識ll月 できる

17回 目 心筋の自段ね性|=ついてそのメカエズムを識掛′1でき′●

門瑠目 心筋細モ,単位での興密状態を査争止状態について説明できる

19園 目 lb電図について説明できる

2C回 漏 期衣試降女



か籐目 心周デnについて説明てきる

″2距憂[ヨ 血岳について議p常てきる

″3観 臓 節 |工ついて説明てきる

24創 陰 鉢液性醐鋒について説明できる

25回 目 心断管系について説明てきる

28回 晨 世4朦系、騰婢の繊I景系について説明できる

27回 臓 リンツヽ系について説阿月できる

20回 営 局所循環系に′,いて説明k・きる

20園 B 濃1七器Ofこついて識場できる

SC回 昌 消化器②について説明できる

単I園 目 呼破器①について説明できる

32回 目 てヽ説日えてきる

33囲 爵 つい て説期てきる

34回 El
=つ
いて説甥てきる

33割 鶴 つと`てI!批明できる

90翻 目 てヽ説明できる

3?雹 態

奉8観 底

39錮 博 給擦譜0'

40第 障 期末試験

率簾ゆ
lSP

鶏閥夕Ⅲ学
習
講裁9う中て可能な娘り、理解t´。必要であれ:よ、禽宅学習を行う。

評価方法 100X)

受韓生ヘ
のメッヤー
ジ

崎ヽ鶴てヽよいので、毎回そヤう硫認テストを中心に復習し、その部度熊
`議

を定着させていくことが整まt′い.

【餃濤教科書・数 |デ・参警書】

数4暮、議義資*|〔霊布)



2024年 度 授業増死要

挙 本I:柔造鬱復科

糧当軟爵 充石 宏之碁F
撃lR

諄婆 ■演

交務銭暴 ()
二I霧 ■,

ヽ
=|

完ぞ薪・ こヽ嚇学

おIttlt。肝ィお
`,4К
:nc,お靡 γヽ 水

k基
】
０
な
カ 繋盛

寄3Ⅲ警
(工,,

い
　
０

初議盛分

1■ 8,詩熱 IF長 2燿 4晨

るOlか

入れる.

てr祭 科Tど のゃて今 制ヽ赫・筋′ⅢⅢの霊動栞
`と

,い て憂■を1楽適を学ド .

i回 尉 昔の位411`彬笠:とよる分薫・構適`発生士成工R,形状iOいての用冑きを理解し、説甥する●とが出来る。

PE密 骨の速籍を理解し、I"明する子とが歳秦ム.

働ヽ FI 性の革構・工般脅の構成を
'《

解し、繊儀式するととが翼兵ム,

1‐
‐JB とB責特の構歳 ,1環 甲埒を理解し、設明すン。,↓をが出秦る。

S翻 粛 鐵苺 届塞峰髪節・騰鎮醍節を
'皇

解し、設瞬することが缶口来る,

SE鐵 上:茅謝 届畷欝をユせ解し、談著する●をおtと出来る,

,1,ll 競骨`崇持 拭→→″l鐵を
'と
'イ

し′,説映するととが匙嘉る.

I働
=l

き
'農
脅 '中学料'指骨 手のF資をれを理解 t′、強党明することが出,kる ,

争匿 lれ i″貨葺の笹普を離洋1マ●益朗ぢるtiお(14朱る .

l llお 争 T,1美 脅の構成 寛資を理燃 1、 :付跡するこたポ出来る ,

〔I薄 1, 大鶴脅 段僣常,理解1′ ,こη甥
'4と

こ〔が嘉素4↑

9ヽ鶏 携鑑骨。下

'機

降 蕃観盤を理繁 t′ 、織甥 fち年を4(れ来る
`

11日 ″1 H採寄。中をJ脅 ,を 登や確修とィ、靴略すhiとお1,11索 4‐

t4倒 構 盤猛喉 (1黄足弓 逮欄乞rォ理解 t.、 読盛4ヴ ることが註栞る。

本導 繊 脅経筋い彬態と建鋒す諄 iえ 赫σ′律毎 絨♂′輸跡ま納ォ翌解【′.税 ll,1す ることが幕業

`令

卜0, 報議の筋 '斎I飾の境患疑幣と、設畷,ることが醒来る .

,こを 呼戦選勧・夜齢の銹争理解と、趣朗サこことが建索る.

:専争 孝 ☆部の傍奪理結し、義現することが盛来′1),,

P,オ 総よとめ

,0$、 1 字輸来:R襟

lf。]日 よ終帯の焼を1建痛し、Elは1することが鵞来る ,

,=ロ ヨ i漉め鰯 '前 1湊φ筋4理解t´ .競擦すヽことが務蕉ヽ,

,お

`H■

l 硝義(r)筋ォ連耕し,及
'月

イアヾことがあ
=と
、.

,4籠 常 子の勝 笠▼lド難璃 '中手崩 Jヽ議球 1必t〔 !常 ′ヽド免観Ⅲモことが翌来k,,

Ⅲ技器の読を理角▼し、騒確戦すヽことが麟i来心.

P13苺 大離o)姉 憩々岸し、説
'′

lrる●とが確率る.

,ユ空書

'誕
め筋を理解し、殺萌するitが豊来る̂

お争辞 lヽ越弁窃・足 (たノ巌4`干露と(再驚婆すふ上なが踪4心 .

20霧 筆 総蕉とめ

$0常,い 推籍祇験 績瞭鱗議

奪(薫ヤi管

時湖,ヽ :■ 1`

豊単狂V〉′RIす 0争分崇業砂要A整二なから靖 xヽ再,,■、4ナスlt,41▼ 〉で4● 復習←す4二と,

■`~うと 主義鉱業 1,al

愛澪十へf,
ユン
=ユ

~サ Ⅲ筆ぺとなる■れし',兵雄言おをとで必す́
′要を主る盤構in議と

'メ ``^て

、難歳的な嚢学が必要とをもrr(じ 4パ ,と駁り毎
‐
んではヽ′い,

I策朗筆I輩子1密 2蕉 金鴛養逮淳μ確

'1え

線会



2024年度 授業概要
学 科:柔違塾復科

料 4名
(美 ,

止理学 I

Path。 |。 Bソ

必掛
選択

必 峰 年次
担当教員 角 静署/差ヨ見 英滑患ぃ

業務経験 O

霜葉
添装

形態

総時闘

(1繊 位 )

ac

4

謝議区分

曜日X欝 1鍛

前期,後期

ヨ ス 共通 火曜 日Ⅲ ?・ 91費費

【桜業の学習盗容】 (※美務経験のある教員、知見を右せる鉄員が、どのような棲業を実施するのか、具体的に記録する,

基I藍て・ある血法や負袋、内分泌を学ふことtこよって、ホルモンの作用イヽ金tよる疾患、血液疾患、免疫不書などの疾患れつながお為、あ婁不可欠なケ母
裁である。血液、内分泌,免痘について20倒 終了後、各々おく説明てをるようitなる。
人F母司tま栄養を続取して生活をしているが、どυ)よう,至資・ぬ子よ体内へ取り込まれ、どのようにL,て兼萎の力吸収とィているのかを理解する。また、書段意識
せずit自 然に行つている呼吸についても、その構驚、仕組みについて理解する。
※実務絡強
角静番:九大病院にて1年開檬I科銅虜、に機わる。
自見薬治蝉:い 91年～1903年九州大学病院勤務 1986年～1998年歯科医院勤務

【到達目標】

血液、気l■のしくみ、ホルモンについて理解でき、各機能itついても説悧,lがで警るようになアυ.
岱環・叫吸・泌尿について理解でき、各機熊についても識

'´

月ができるよう!こなる、,
米奏の摂取・洩1と・吸収rξついて理解し、説4メ!てきる。
呼rttθ〉メブ3ニズムについて理解し、説明てきる。

捜素針画・内喜

1暉目 亀液① 血液の役守l血液綴成 赤血球 自血球:iついて説明できる

2瞬 目 lぬと液の 血小板 血液漑郵 血放型について説椰サlできる 孝棗善】掛題

Э輝 目 免痕⇔ 免寂系の仕子a′,リンパ系の主な鶴賞 裁表に欄わる細聰 イエつしヽて説明できる

4腟 目 免袋② 免疫反応 抗漂と携体について税明できる 髯蒙雷Pp蜀題

5曜 督 内分泌Oホルモンの性質 調整機構 視床下部と下豊体につこ`↑識nチlできる

S園 目 内分泌② 視床下部ホルおン下垂体ホルモン 松楽体につしヽて説明できる

,国 爵 菊分解0甲 状打,について説明できる

おlチ お 恭分泌④ 甲状線② r血策カルシウゴヽ滝度調整itつてい説場できる 緯智お1燻

91a卜J 内分泌0副争手について説霞デlできる 練習藤頷

iO固 目 肉分泌◇ 膵腺について説明できる 練習簡題

Ⅲl回 目 内分泌0撞諫について説明てきる 様習″゙1題

12回耐 内/刀溺◇ 成長と本ルモン血機とホルモンについて説明できる

13回 目 今まで'督つた内容に関して復溜し各項El'こついて説pJ二

`き
る

14仰 日 生理学突習 顕僚鏡の使い方

13回 目 主理挙実習 末梢ぬ

16回目 生貫憚学実習 末4蜀止

1'回 R 生X壁学実習 内分泌器営(降践)

18回 鼻 生理学
‐
■習 内分泌器會(甲 状牲阜)

1,割爵 全範【舜J(,)復譜、頷鯵対策

2C働 碧 学跡末試験



21回 目 を器素1 爾腔fこついて説明てきる

22回 目 消化器系2咽頭、食進子二ついて説明できる 前国の議機確認テスト1

23回 目 消化器系3資について説明できる 前回の講義磁t認テスト2

24回 鶴 消化器系4Jヽ協について説明できる 前囲の講義確認予スト3

25回 目 浪花器系も大傷、隣朧について散綱テlできる 前Eコヨの議義確認テスト4

″6回 R 濃1と B手系6舞子朧itついて競期できる 前回の議義確認テスト5

2'回 日 消1とヨ争系7艘壌、腹打宴について説明できる 前働σ)講義確認サスト6

2e色
‐
l真 J ,H化撃系8栄養秦について説明できる 前回の講義確認テスト7

29回 路 消化名婁系9まとめ 前回の講義確賂テスト8

30国 回 潜化器系10中間試験

3セ 鐵自 0子吸器系1鼻ド空t霊ついて説明てきる

32回 目 呼
'及
幹系2p磯腋、喉畷、気笛と気管支について説麟JRできる 前優lの講義確BBテスト9

33□ 目
'子 '及

器系e綺市t胸,'について説明できる 前回の議義確認テスト10

34回 目 】撃吸器系4'平吸(γ)プ鸞セス燎ついて説明できる 前園の講義確喜なテスト11

お鶴目 Ⅲμ吸器系じ榛気について説明できる 帝常回の講義確認予スト12

dO翻 目 呼吸器系6ガス交換について説明できる a守に。ヨの論義確韓予ス静8

0メ宮H」 目 呼りうモ器系ソ 血液riよるガス選搬:こついて説明できる 前園の講義推辺テスH4

38幽 営 1手 lI奥器系8呼 l表間期の議鉢:工つとヽて説明ぐきる 前回の講歳確認テスト13

S9回 爵 Rttl〉税傘率系9まとめ 範欝の第義確E2テスH6

40国 働 呼城器系10最終甜睾負

準モ療学習
騰隣 ,ゝ学と濃

r 内容曲ttrま簸しい整四てもあるので毎回の搬業の整理解を次('〉授業まで1とお娑察イをしておくことが惑要である。

評価方法 小テスト、賓習,こおける提盛物、定螂誡辱真

メッセージ

厳l液 ,免戒J肉分泌は人間が生きていく中で箆要な機能弁言|るものである。疾患との関連性おt大きく他の料目との機速性も大きいため、自宅
学習を守τい理解寿深めることが好ましい。
循薫,'撃残・泌尿は人間が生きてしヽく準で驚要な機能を潮るものである。疾患との関連性が大きく他の科目との掛達捜も大きいため、自宅学
習を行とヽX嚢解を渫めることが好ましい。

て使′悩教科書・教材。鬱考薄J

確剖拳 金固柔滋静復学校協会 監修
生理学 全国柔違基復学校協会 監停 プリント教精



2024年度 授業概要
挙 碧 :業道整復科

科闘墨
(笑 ,

柔迫蟄復学 I

J(ldo Thernpy I

必摯
送景

x′′修 年 次
援当よ寅員 水え 宏貌

央務盤験 (う

椴装
形藤

議畿
笠午、
主
鶴

で
'汗

位)

80

4

Fヵ身ら苗区分

'鸞

日・措lFく

通年

コース 共通 水/1,2.311良

【媛宗の学習FⅢ容嶺〔※実務盤験のある教員、魚l見を有する教員が、どσ)ような投美を実施するのか、勇体的に甜載する〕

・β'械の綸論_上績の骨指につl′ てヽ単ぷ
X柔遺塾復樹椰、柔適聾復衛の歴史について学心t
実務織験 ,薙影外科で″キ 黎骨院職 年婁力務

I斜連H擦 ,

,脅概の総諭 ,ミついて識嚇 る事ができる
,上航の脅祈1とついて説明する事ができる
.骨紙の各静 二肢 (鎖骨から手指まで‖とついて説明できる

授崇計画・内容

1脇 屋 オリ猛ン,一シ彗ン(桑遵整複倉わと:ま、桑道盤4長衛とiよ )

2回 目 脅折総論 各組織の榛傷(習'の鶴能を耳夕樵)について理解できる

9劇 繍 脅折総葛e各組争敬の榛傷(骨機傷の機謙、昔折の分簗)について理
'等

できる

4国 EI 骨概総綸 各組織の機傷(骨折の分類)につとヽで理解できる

S園 目 管擁紛論 各鞘森の機傷(脅折T,分類)ti t歩いて理解・できる

岳園目 骨憐総議 各孝.1幾のl員傷(骨折trジ痘状)につも`てチ甲解できる

′甍 爵 骨折紳論 各経織の0員傷(骨折の亀状)について瑕解てきる

8理 語 骨li総論 各組織の狼饒t骨折υ》合併泣):こついて撃解で

'る
9欝 鶴 確認■ストlf向 1,ての復習

iO回目 確認テスト

lI園 目 骨舞総識 各組t歳の損傷(脅折の合併爺)について運禽とできる

1'世βJ目 骨指総論 善組織(,)慢傷 (4ヽ党メ募頻)lξついて寝露できる

13“ 4と1 骨犠総玲 各組織のlミ傷(高齢著骨折)itついて曜解できる

14回 樹 骨析総講 各細趣の濃傷(骨折の燕合日数、骨柄の治憲揺ね)'こついて琳舘てきる

15回 目 総諭 診察、治熊法(警復法)itついて盤解できる

,ヽ国目 総静 治祭法〔螢復法)、 柔道整復4仔および無iЁ警復齢の沿革よ:つ もヽく理解
‐
できる

''園
堡 震甲等の骨斬に,いてS雛身準できるO

14疎 豊 肩甲帯の骨祈について理解
Vで
きる0

】9国 El 総復習

20劇掛 攀勘大試談



21回 目 肩甲Ⅲ常の費折,こついて理解マ・きる⑥

力,図 目 と議抵佐端部の合希f毒ついて理解てきる0

23回 轡 五腕近住端部の骨折I■ついて理解で́きる0

21回 舞 上腕遊社端部の骨擁について理解できる◇

25回 爵 土腕近柱う晋部の骨折について避解できる④

26園 黒 止輸諫住娼部の管静についてとこ解できる0

2'回 目 上腕遠位鳩部の骨折について理解できる②

2ら回瑠 てヽ理解てきる0

2,回 日 純戯近位端封1の脅折について子聾
'解
てきる0

30回 昌 前競遺位す義都9〉イ脅'折について理解で審る0

3,国 日 折についてf竪解できる0

32園 目 前l腕遼位)r部の合折について理解できるO

33回 厨 前艤穂歳端部の骨析1こついてえ担解できる②

34囲 g4 紡lぬ遠位3督をいの合折について理解できる③

きる回目 折|こついて理潟ギできる0

aS回 日 脅折について班癬できるの

aフ F】]日 手捨部T″骨折について理解できるCユ

|$園 掛 排についてユ景確率てフきる0

30厠 目

→C卸 争i

準

'蘇

学曽

時翻外学習
才Jからない罵言滞 携ぺておくなどの予報、講義後に値趨閣題を解きなAすなど痕復が必要.

群働ブ!法 生ぇ帝え主撃

受兼生への
メッセージ 。予習、復習を患らず取り組んてください

慧俊篤教な`書
,独構 =書考書】

果道整復理熱装改事y第 7版

、蕉とめ



2024年度 授業概要
学 科〔棄適整復科

吉永 あずさ必惨
選択

必修
担当

年次 Ⅲ科昂名
(笑 ,

員適整寝学■

、lυ do rhorap、/H 通 年

ヨース 共通

典
態
娯

影
議蓋

８０

　

４

区分

鐵

総時間
(単位 )

月/2,3・ 4眼

て授業の半習内容】 (※英務経映のある数豊、知見を有する教員が、/(l″ ような哉

閤 節 つ しヽその 素基礎を目め説0)〕が出 るようになる。

′心

る,,か、 る )

軟部組織娘傷のI撃解を黙め、自分の帯素で説0月できるようになる
国家試験過去問題、また1ま同等レベルの間議を解くことができる

授棄
=Ⅲ

置・内容

1回 |ヨ 閥跡の構造と機冑セについて章解できる(1)

2回 B 欄擬)の構造と機欝日こついて理解できる②

$こ衡3日 機甚ち鰻毎の報説、碑部機傷の′〆Ⅲ`類 、鐘抑f診断を確サる森症についてミ撃解できる

4回 目 F比日の定義と報説、発生頻度,=ついて理解できる

季翻霞 脱路の介無について駐鰐できるё

0コ 田 焼Iヨの分類l_ついて撃解できるみ

y,,ll 1比隅の症状 、合併庁につし`て盤解

`き

る

9圏 目 l,日 の整復囃書 、経過と予後^整復法IP92-β 能)、 蛇臼・教濃についてI撃解てをる

9囲 目 翻帯ユ閣静位の機傷・観郎団囲¢)舗・隆損擦無ついて理解できる

10回 R 閣農れ軟合l員傷その他σ〉報部構成機線の機構,■ついて壇辞できる

1:回 母 復習(1隠 固～ 1 0rEコ コ)グ ループワーク|こよる麟Fari演雷

1,l口1目 務の形態と機焼 、筋l豊傷の綴誠.筋 l,長傷の分Iとにつも`て理解できる

1$園 目 防擾傷で〉産状.瘍擾傷のお荘想4携序、筋撓傷の予後:こついて理解てきる

14層 R E藍て,〉構歳と機能と鶴捜傷の械識が理解Rfきる

1も翻韓 離焼憾の分輩 、腱換機の熊状、巌壌傷の滑療機岸について
'摯

解できる

lS螂 常 神経の機驚と機能、神経〉負傷の曇姜について理為↑できる

17隠 日 神経捜傷び′分類、神籍損鶴の症状 、神経授傷の治な機序についてFti台率できる

19園 目 鶴選滅習

19回 日 総復習

26団 目



21回 目 語l定法(P01～ P100〉 とついて盤熊てきる

22回 露 後禁監 、■猿l索法、運動療法、物理祭法について理解できる

?a回 脅 指導管I甲(,436～ P140)こついて理解できる

24回 母 留負鰤節ЯttFヨ (P163～ P186】 こついて了学鰐てきる

23隠 目 夕1鱚性顎機節撮毎8,顕剖1・ 盤画部打,実について理解できる

26劇 目 須欄節症について理解できる

27国 目 胸肋関鯨機傷、肋卜1筋損傷、胸部,背部打撲について理解できる

23園 目 環維脱Fl、 月鸞牲触日について理解できる

20園 目 畷部捻挫、寝違え、むちうち損鶴について理解できる

30翻 需 畷様斑lの神経損協、顕部の療惑 .斜ミ真、頌権ヘルエア、後績学】幹脅化遠について三長解てき′υ

3ヽ と既J固 肢l郭熟口歳鎮群、胸費魂卜執部組織損傷 (P208～ P209)、 宰野推lRI彎症について理解できる

92回 日 顧部の鞍増II組織親傷(P216～ P217〕 ～腰苗tの疾線(P219)、 腰粧権闘根ヘルエンについて='p解
できる

33回 善 鎖狩の脱圏、R由JttAH節協斃日 、商鎖!彎節脱園について埋解できる

34回 目 ナ膏闘節前方脱磨について理解で舎る

35回 目 薦閥蟹】後方脱Eと、下方競出.上方統臼、反敬性,膏鶴簿焼国についてI口:癬できる

36回 目 肘椰蜀節焼自について理解できる

舘,翻 路 肘藤,彗併脱爾について理解できる

3SttH 肘内陣1■ついて理解できる

39園 目 総後曹

40回 目 議絵・解説

承僚学誓
E書燭外学饗

猿業資メ手や執科書を用いて予習,複辞を行うことんF亡ギましい

評
`苗
方法 穣譲

受講生へr)
メッセージ

柔蓮整復師となるれに惑要な基礎の白携分で・す全
わからない所1求都度熊鯰して次ll£lに持ち選さないようにしてください。

【使用教科書,教霧,→考書甚

鶏逮鋒復彗F博識 敢貢r常学F捜



2024年度 授業概要
学 科Ⅲ柔逮整復科

担当教員 着稲 宏之必命ト
選lR

必|ト ,年次

業務緯験 0
科目名
(英 )

物理療法機器等の取り扱い

:Hお ndli''さ of Phソ st◆BI Tl or,py h,,vmetits ‐    次紳
司―ス 共通

拶崇
形題

講税

２。

　

１

総時間
(雛位う

岳岳講区分

霧露。

'キ

藤

と投業の学智内審嶺 (※美務経験く
')あ
る教員、知見を有する教員が、どのような毅業を実施す

薦燒や駿脅能で取り扱う物1豊 a簑法に~,いて理解する。慕本的な機限方法について学ぷ命麹邪と熱隷について重しく理解する。
英務経験1整形,卜科医院1上て勤務やなごみ鍼灸塾径院自営など14年の実務経験

るのか、其体的に掘敏する)

ttついて正しく子準解寸もことを目擦とす
未るようになる事も目標とする。

士無忌I述効果)
する気電りが出

通用く効果)
し、恩者に対

る
`
物理機法を使癖ア●にあた

,とBl自 リエン,―ション、ガイダンス

2園 自 物理僚法子tついて理解できる(概繊)

a回 目 物鵞館法の分I食と安と対策について理解できる

4園 目 電気打̀蒙波について埋鮮できる

3“羹1目 鴻熱療法について埋白?で幸る0

Olいl樹 遠無蕪法について理鉾できれの

'回
目 牽弓I療法才どについて理常できる

4睦苗 てヽ堰経てきる

9園 G 総捜智

10ロロ 章幾試験・譜答解説

攀織学習
1争簡外学碧

事慕 |工教科書寿l,つ くり議ん('学晋しておく,

群1苗方法 蓮期試験 (100,o)

受講生への
メッセージ

整骨境であれ整1'ノ外工|であれ、必ず物I望祭法を線警に施特ける機金があげます。作用があれば必ず反作用もありよ1ので、各種帯鶴理,た法のる
需と禁熟をきちんと學んで、効果的な徴用を出来るようになつてください.

【使用教科事t教材`拳考喜】

業道勢犠学・理論i罠【全L封柔道驚復櫛学技|,と会驚修】改定箪7顧



2024年度 授業概要
学 科:業述密復科

料営盗
(交 ,

基盤 柔強整復費故

aDetC dりdf,Tho,3p。 (,11● Iぉ b

必俸
選択

必拶 好次
燿≧教員 内事i 賜一

実浮う繊簸 O

争ュ・業
影繕

褒依
総崎制
(単位 ,

9け

3

閉欝区分

瑶日・時ll豪

通年

J―ス 共通 ホ曜(173露ミ)
【搬業の学習lム,容】《※裳務経験のある独員、知見を4'る歓貝が、どのような授業を実施サるのか。 も〕

柔道整復Ⅲ手に泌要な体表解剥、触診審学ぶ今ヵ
柔道整復虐手に惑要な包帯歴l定学を学ぷゅ
実務経験 :捌 口整台携億て2年 9ヵ月その後 うちt,ら接骨院をB働業4年器燒

【剖進彗1解】

身体のランド望―クを理鮮し目的の部分を競診できるようになる。
基本包帯法の基礎(種類～巻き方)を 1豊解し、実践できる、

授茶濁箇・肉審

1回 厨 体表解割学・娘察 ,〉整要性とその意味寿述べることができる。盛療牌議として使われる身体の部位・勁件を理解できる

クF口]翻 体表摯浄!学 (毅部・犠部`鶴部・☆書:】 工触)全身の検駈がアヽきるようになる(うつ)

3優 民 と賊の費場を触診 できる(銃骨・構甲骨,骨・脅との性置を確 Fなとながら、筋θ〉名4とレ状存党える. ヨ呼持を野v,かす筋の名格を覚大る.

4僻 目 上賊て
')骨
筋を触診できる(上断l脅 ,昔。崩の常遊を 主ヽ認 t♪ながら、訪の名弥を形状を覚える。 肘開節を鋤かす筋の亨1称毒覚える。

3癬 呂 上肢の骨筋を競診てきる(携骨H尺骨)骨 `奮毎の位置を確認(フながら、崩の名称を形状を箕える。 附腰l筋書竜みか゛‐崩そ,う名務を常える。

6回 目 上浅l')骨筋を熱診できる(手根脅■脅骨,台 =胡の位きを14‐韓とながら、銃の名弥と形状を覚えら, ■開おを動かす場のモi林本常える,

7=1目 上歳の■(路を競診てきる(手根脅→こ骨)台 '筋で)lン 琶を強:な〔′ながも、おヂン学部を形、たを覚える.1 芋隣登毎t動かす筋のイタ格を覚える。

8目 こl 総復雷と試験対策

9割 選 中間議玖

101・蛍賞 中 F口猥欲聯

lF脚 目 説験解説を上故のおさらい

1,回 tヨ 体表解割学 (背部・大購部。後下嵐盤部)

13回厨 休幹の骨胡を独診できる(常越・1ま被〕骨・筋〈】〉捜置を確認し′ょがら、姉の名粋と影状を賞えるj 体幹を勘かサ筋の名称を覚える。

14回 固 体幹の骨妨を触診できる(骨越'l豊機,脅・務の儀磁を確認しながt〉、鏡の名幣と形状を覚える, 体幹を職かす筋の名称を覚える。

1じ倒 日 下腱の骨筋寿触診できる(大縦脅)骨 ,筋の住塾を離烏とヽァながら、ド)し
'う
客千

'、

と形状を覚える。 B費厨1雹毎寺動か,務 9)名称を覚えるこ

16回 目 下較の骨崩を競診帝きる(糠義骨 `ЯこS・腑今)骨・筋の後笠本繊三Bしながら、銃の名f掌と彬扶を党矢る.襟調驚・を発たヽす涜の名帯を貸iる。

,7園 母 下歳の営務を触診てきるく,・t様持う骨,筋の機置を確認しなみ`ら、筋の名
~津
,と形1大を覚える▼ 理掛盛持を⊇,かす協,)名 務を賛える!

,3回 尋 総復習を試験封繁

10園 需 期末再1験

鼠0阿 尋



21国 目 おさらい 0,オリエンテーション (21a碑 の使用法につしヽて議p)帯てきる.

22磯 R 材料の種類を説跡てきる(+2)巻与協韓の巻き方の基礎、包特の持ち方、注意凄項査奉機帯(',券吉戻しついて共施できる。

23園 霞 寮行器、螺旋警ぅ城行警、折転持について実施できも。(前腕を使舅1し実施)

24回 轟 亀幣幹(難静″〕・巣台)、 長穂帯(上持・下軒)itついて実施できィる。(舟、↑観郎、薦関舗を使用し実施)

お固目 手灘節から嘉f瞬節李ての包帝療l定が実施できる。(環行帯、麦秘答、螺猿:拳、接転帯、亀どF務を使帰,

26回 目 蘭節から肘関簾までの9帝法 復二髯

2T団 目 (表構帯、三角rぃ、族腐粒子を使用)

pe園 目 定が実施できる。(と日行幹、菱穂帯、亀甲帯を使用)

29回 目 は実歓試験、l盗半縦は筆再Ё試験)

30優 層 ヨF散験、後半組は実捜試験〉

91回 唇 試験解説と基本包弊法のおさしい。  冠名包帯法の種類が競萌できる,

32F田ヨロ 寇
`岳
亀縛法
`,ヴ
ェルポー包器を賓施できる。 ※議alは宕側とする.

39郵 目 察包警法こうジュール9帯を実施てきる。 ※患根lは宕倒とする,

84副 麟 包警法のデゾー包帯鋳〔奪幣'2帯 )ぬく実施てきる。 ※懇fく好は右tくけとする。

33,41癖 包驀法のデプ…包帯法(弊 3搭以降)が実施できる。 ※患載11,右長lとする。

S6回 置 包帯法の丁ゾー巳警法が実ぬとできる。 来患{民l左側とする。

3'囲 厨 磁名包幣 復習 (デゾー帯,ずェルポー帯・ジョール韓)左右てきるようになる.t

籠日 罰 冠名‖幣 復習 (ザ ′`・ 碧,ヴェルギー薪。ジュール帯,となできるよう1=なる,

39醐 開 実技試絵

=0勲
昌

41翔 臓 兼機

42園 目

4arttdB 特熟I識義

44爾 構 特別講義

4も翻樹 袴別講義

準織挙習
時闘外学懇

目を通してもらう。
べる悟手をつl,る。

attfJF方 法 筆粘試験・半韓点にて総合的柱評l登

晏i識生へυ〉
メッセージ 自

は習得すべきr兵欝であるため、

骨筋のス
たヽヽ

て3年間目

【便翔教科書・教材・→考善,

(軟訂第2版)圭肢・イ肢

裂)包警巻き棒



2024年度 授業概要
学 科:柔 ^造整復科

担当教員 害永 あずさ
必俸

必警
醸択

年次 ,

実務経験
科目名
(英 ,

柔遺整復侯猿V

Aむva"● ed」 uむo Thero″攣Jじo協心V 後翔

剰…え 共通

業

態

換

形 央技
総時閉
(峯拉 )

腕講区分

曜日,時閣

【接慕の学習内容》 質l負を書する執員が、どのような級慕を実施するのか、 )

l→
,l定が ぐきる

l lal目 色帯法く厚紙作成,ができる

2回 目 厚組副子を使解した病鶉節色裕騒l定 (l▼級作成)ができる

a固 極 クラーメル機ll子の作成(肘鶴露と後方暁臨層)ができる

お回 覆 クラ"‐ メル劇子を用いた包驀鶴定ができる

常癬掛 クラーメル副キの作成(a一レス骨擁用〉お(で■る

aral常 クラ"メル再1子を用いた,帯腱l策ができる

夕回 穏 アルク■シスを用いた圏窟(3億も中季骨婦)が できる

8臓穏 アルフエンスを用い★回定(勢 2,1め碑鱗背翻職翻用)ができる

GF穏目 総復pュ

10回 R 復習

11回 日 復習

12回 目 篠習

11回目 1賞習

14回目 1愛晋

,う回目 試験

準僅学習
〕寺開外学習

基本的な撃苺:学の気4詩、基

`た

めな業適格複環諭の決職 群得のため Iこ常宅での学習が必要

評姿方法 早常汽ffよる評価、確認サスト

聟.識生への
ユッセージ

醗定異のFt威だけて'なく保管や管 l符も学んでください,

〔使用教科書】教科・善考尋】

欺科書 !解割学、柔整五皇法魂(軟訂擦7版 )、 観41プリント



2024年度 授業概要
学 科 :柔逮整篠科

和日皇
(英 ,

臨F本実習

0丼ィ,isセ .:Pr′acticつ

あ修
送擦

必修 年久
担当教員 内村 場―

表務器燎 0

機薬
形態

実様
総む寺朧
t学位 )

H6 蘭講区分

曜日宦備膜

通年

コ…X 夕と温 金 1、 2、 4歳

I搬業の学習内容尋(※実為経験のある教員、知見を有する軟員が、どす)ょうな授美を賽雄するσ)か、

本験型臨蘇宴習手=鋳えて、主離及び現状歴
,競 tと墨・家族歴,社会歴嚇験の「

l―ルヴレイ
廊前録の設切`検奮所見講盛の実施.主警関節の機O漑薄定、筋力癬定、性手桧養、反射検養～導助携絲執査の案緯主要醐節の毎椿被種(予―ビンダ)の実施
※】0回目講韓と常鬱最鍛義の間に外部階床案響を20勝闇実施
美務経験,調翔驚骨鯨にて2年命か月その後うちむら接骨饒を灘業4年盤通

と凛I越葛標畿

華繋簿縄辮霜癬甲場議彗・反勇懇鋲鐵鶏賊亀鷲羅農顧 鰯 壌評
錦転ができる。

内容

I囲 母 臨床突習子とつヽ`て 外部実習に繭む心得を習得する(身暗み`挨拶“言義遠しヽ)(建 等)

2回 目 患者の誘導“緯鶴常溝球供持の菫要性・守1必義務について説働ジユができる (座学)

3翻 をl 医療面牛妻についてオープン,クローズドクエッシ4ン(基本的錬転、共感め態歳が理解できる (座学 )

1蝉 螢 医療函様につもヽて社縫感 ,l髯4離感、メラビアンの法則を理解で春る (落挙)

S観 爵 物理療法機器の使用(敵 ,ヨ )ができる (盛学)

6睡 目 (∵スク;?ネジメント、常ヤリハット.区・t猿率敏と慮荼渥誤)1をついて
'妻

解て書る (座学)

フ爾 需 触察とランドマ…ク・RO`v4、 被霊ti器 (手―ビング)ができる

B痢 常 毎

“

V肘 子ヽ(ア)静 l強 (撒診 ,と,OM)、 絞覆IJ答 (予 rシゲ)ができる

9榊 構 骨舘静"み輿隣生うの評篠(触診状O転 )、 薇覆亀警悸…ぎング)ができる

10_r二 撻 B褒鶴群。,F閣ヨ〉の群ta(船診・RoM)、 被護包韓t(子…ピンダ)ができる

舛熱賓習を概て、種峻した事を締めてグループ角で盛例(実習)報告することができる

I″爾尋 外部賞習を経て、縦験した事を建めてゲループ内で症例(実智)報告することがで寺為

Ig回澱 身体計河(四駐長、四腹恭等)ができる

14回 横 身体計郵ドュ瑠牧長、四肢闘経

“

ができる

i5回 目 総彼習

1$痢 目 前半絡賞技試験・後半

'R承

記議簸

1'回目 前半禰実検試験・後半越禁記試与負

學館学習
靖固タト学晋

基本奇もな戯争お1主運学.一般臨床医学、柴薄雑 l長争を自宅隼習

i羊伍方法 ガイドラインに難る

登静生への
メッセージ節赳森緞 靖長殿奪搬学省

尊
～
学簾群始殺鞭ぷ転Ч燃盛鼻薙をど鐵盟導盤縣帝:懲隷

〔使鶴
='科
書,数亨`→考帯,

翠寝1群 `連動学・柔適整復理論・派己森驚▼|



2024年度 授業概要
学 科:乗遠驚復科

,E当教員 伊集脱 英矢β粋
僚
必
選 懸僚 年 次

案務経験 O
料目名
(奥〉

テービング

通年

柔萎スポーツ豊―ス  1

業

態

獲

形 ,喪習
4

持時鶴
(単常

'

F翔講区分

日起rJ・時ll農 本曜日 41壌

ての考え方、外傷に対する予―ビング及び棗寛敏現場のコン子ィン日エングの手法をして多標され

→0年

,一ごング棋購時に瞬し
てヽも学びまど,

〔擬表の学習内容】 (※表務経歌のある教員、費l見本イBす るのか、具体的に認鋭する)

の取

な々テープ(俸絡、非幹犠)υ,特性を上手等1溺したす―rングが得えるようになり」ンサィショエングに応した,一ビング法の選択が霙騒てきるようになる

騨1遠鶴繰I

`隠
局 の基礎輩論について理解できる

2麟 日 テーピングの崇本ntB用語と審き方riついて理解 fきる

3園 目 足愚蜀節の悟お 匙関頌層チ…ビングとアンダー‐ラッジが宴μ注できる

4回 路 足Bq節 メ]返憶幹について 難関節と―ルに
'ッ

ク子…ビングがが真焼できる

S卿 日 足関餌フィギュアエイトテーピング、クローズドバスヶットゥィープ抒―ビングが実践てきる

6鋤 目 ドレイクメソッドテービングが実験できる

7露 目 サッ方―スタイルチービングが実験で■る

阜Cr至 露 黒鶴

'I耳

盛臓背最部1際チ‐どングが奥鉄てきる

9回 目 ストラッざング&ラッビングサー
='ン
グが実践て孝る

`Olal営
款読

,1回 目 ふくら|よぎの療み,こついて!ユついてモ蜃解で4・る

,″国昂 アキレス

'津

とハ、くら1荘どの子…ピンプにつしヽて実幾できる

13囲隠 シンスプリントと!ま >レスフリントfξ対するサーピングが実験できる

14回目 肥のつりのメカニズムにつしヽて理解できる

13回目 ハムストリングのIA離れに対する予―ビング|二ついて実競できる

16回目 居慮筋艤叢炎に,tヽてItついて理解てきる

1'回 目 足のア…テと,鳥みにつしヽて理解(,、 アーサのサーどレゲが実践てきる

18回 田 瞳のテービングが実▼
～
てきる

19回 日 外及母趾のアービングが楽段できる

2●園日



21回 目 いて理解し、ジヤンパーズニー、ォスゲッドシュラッターイツ〉テービングが実議できる

22醐自 内■lttH可 靭幣損傷を理解しサーピングが褒造てきる

23回 賞 前十守靭帯た後十字靭韓のテービングが輿浅でをも

'4回
ヨ 外側横lall靭洋の予一ピングが実競てきる

25ロロ 周9)構造につとヽて理由準し、層擦関節に対する予一ピングが実践できる

20癬 目 周瞬鯨識方焼自のテーピングが宴幾てきる

2'醸 厨 原因不明の頭から背中の療みについて理解できる

″0囲 自 が実R舞できる

29園 目 1肩関節周囲炎について理解し、四十肩に対する予―ビングが要霰表できる

SO回 目 試験

el回 目 肘り,構造について理解し、睛朧雛内側lRl重 1靭帯の手―ビングが実践できる

32回 目 予岳ス肘と野球肘のテービングが実践できる

33園 同 肘磯節盪仲康訪とのテーピングが輿践できる

34園 日 てヽ理解し、予関離を母指MP品轟節囲由制限の手一ピングが実践できる1

35整缶菫自 母指MPl封節屈曲制限のⅢ…ピングが英践できる2 母指MP爛節再l療

“

tl臓テービングおく実議できる

36回 ヨ 母指観
'関
留声尺よl部と中指MP衡飾仲晟制限の予―ピンダが実駐てきる

こ7日 厨 熙P聞節の手…ピングおく実践できる

3れ蜀日 撃の構監、腰療のメカ鳥ズムを理解し、層郎のサービングが案幾で套る

(1魯壌守 毅調節θ)格進につい理解し、般関節のテービングを崇競てき′。

4C建 常 試験

率擦挙習

器鶉芥学掛
人体の筋 I共 準骨構を鮮開学的にイメージする事ができ外傷の1大態をし,か明B撮する事で巻著進む方 Fttlを、デ綸さを見極める.

華籠海泳 実擦占宝験(lllll点議点,

受誇隻へ¢
メッセージ

少しでも多くの人の体き酸サ何回もテ…ピングを操り返す事が粂畢《猫憲ドR務ける近遺だと思います。一麟にたくさん練轡t´まとょうⅢ

【使崇敬料寺・数村`→毒暮

“

テーピングのボインHまこ鵜t最先0浩予一七:ンゲrヽ テ…ピングの新しい教襲書 アスレチックチーピング 9D解観挙OV,



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

担当教負 谷臓 貴陥捧
択
懲
速 ,ユ 芋ヽP、 年次

来務継険 O
科轡名
(共 )

ケア&ヨンディシ載ニング

Car守 &CCO時 (Jit:oィ j眸 4

,一 )く 柔驚スポーッ

業
群

授

形 演習
総時間
〔準位 )

帥
　
４

開謙区分

l妥日・時,農 本曜″鰻

200も等から佐賞北高挨サッカー部θ)フィジ方ルコーチ 小学生～高機生を中心にトレーミング指導をして20年

と

lt

戯上を

【授爽の学習1角客

'(※
員、難見を為する率)'員が、どのような援業 るのか、長 も)

【到遠岳槙】

ストレッチング法やエクササイズ法を学び、美技を習得する
自分でケアをどのよう|こ と́たらよいか考えられるよう|こなる
(長体的自標)
爵標O静釣ストレッチングや奪J的ストレッチング、ペアストレッチングを部位″Jlに■しくできる
目標② 体幹エクササイズを部佳卿1、 目的別に正しくそ・きる
露標0目標①のを実戯しながら、指導ができる

搬集計回・内容

1回 目 ケア脅ンデイン4急ング子iついて

″ロロ 残′〕的ストレッチング(胸部、背部、周部うについて実幾できる

ε回 日 歳,1的ストレッチング(六Ⅲ甚部、卜L民部)と′,いて突ltできる

41口J卜J 静的ストレッチング(胸部、背郎、肩部)tついて実競できる

`卸

I,ユ 焉と的ストレッチング(太謡樹i、 下観部〉とりいて実遊でき心

8翻 目 辞静体幹エクリサイズ1■ ,い こ実饒できる0

ザ国樹 静売4体帯エクリサイズ1,・労 ィヽ共戦できる②

3回 瑠 動的体韓エクササイズにつしヽて賞競(春る0

9潮 常 動的体幹ニクササイズについて葬長えてきる0

:0園 R 13問試験および様リユリ

11回目 体幹エクリサイズにつ↓ヽて実lミ k・きる 応用C)

11回と, 体斡エクササイズ|■ついて実銭できる 応用の

13回 急 体幹エクササイズ!を ついて実幾てきる 応澪④

14用 帰 体幹驚クサ■,イズ1とついc実践てきる 応癖④

Iわ回母 べ7ストレッチンダ(能郎、局帯】をついて実践できる

16創 償 ベアストとノツサング(と背部、擬背部メとついて実践できる

I,園 Fi ペアス

'ド

レッチング(大観部前面Xこつしヽて実践
。
てきる

18鬱 臓 ベアスキヽしッ丁ンゲ(穴蟻部後踊、下爆奏4折こつしヽて突賤イ'きる

19囲雷 ペアストレッサング(4瑳)■,し てヽ実避できる

20轡 彗 学期末証賤



21回 目 頚部のストレッチ トリガーポイントテクエック(僣掃崩、療幣挙筋、大小費形崩、頭半練筋、頭根状筋.r麟無乳宍輿缶)について実震莞てきる

22回 目 顆部外傷後のリハビリテーシヨンと予防(ストレッチ、筆部から路部の連携 筋力強化)肩関鎮常、消甲帯(織診)について実践てきる

23国 需 肩関節、肩1,帯のコレすィン喜エング(→ビライゼーシ日ン、ストをノツサ、トリガーポイント、インナーマッスルトレ…エング)について実鉄できる

241EB同 体幹、骨盤帯の要ンディショニング(奏柱、骨撻箸の白Й診、n平 ,及達動について、肋骨、普機のモビライゼーション)について賞議てきる

2じ世「
避啓 体斡、持陛帯のヨンアイシヨニシゲ(骨儀のモビライゼーション、ストレッチ、騒脅部のトリガ ‐ポイント、当γトレーエング)について褒践できる

20回 目 陵供賞節、隷はH節のコンディショ温ング (亀宝.膝の機能解翻.モビライゼーション)について実践できる

27霞 昌 股関蔀、1泰関鮮のコンディショエング(ストレッチ、トリガーポイント;クエツク)Aて,t検傷のテクエックについて実践できメ。

を8国 彊ユ 足瞬飾のケ7・コンディショ岳ング(鳥関鱒,舟部、足指のモビウイゼーション'ストレッチ1■ついて実践できる

29錮 E・ 足簡節構挫後のROM後のモヒ
‐
ライゼーン観ン(ライス、

'ム
、筋力、神経雄協議性、藤I節不安定性ク・スト)について史賞身てきる

30園 畠 睛、手、前麟l、 手捨のケアとンディン貴ニング(散診、篭ビライゼーション)について実践てきる

31回 露 野球肘の対応に必要な機能(内 lttl防と,機能、後方跡御機能、手の機能)ftついて説明てきる

32固 畳 スポーツ望ッサージ(効果、日白与、基本手被)ウォーミングアップ、ク…ルダウン(博ヨ的、強衰、注意点)について実践てきる

θa回 風 スポーツマッサージ(首～属、議背部、普部、六民通後曲、大越前菌、大l柱増ヶ■割)について突競できる

34画 目 入ポーツマッサージ(大 4選内lFl、 下魁後画、下題前苗、足感、足宙)につしヽで実幾でをる

33園置 スポーツマッサージ(前腕、上腕Ⅲ季掌、手指、セルフマッサージ)について実践できる

86働目 下疑のスポーツ筆害(アキレス離同国夫、シンスプリント、足感縫膜央、夕ふ反母趾)1こついて説明できる

と
'『

Eユロ 1爵苗Iのスポーツ韓審(リトルリーガーズシきルダー、ベネットl愛協、ルーズショルダー)について識甥できる

3S回 目 腰背部のスボーツ障害(筋鱗欝ヽ性再,営療、分離注、分結すベリ茂,そのりFヽどJIこついて実幾できる

eC囲 目 膝!弱節のスポーツ障害(ACL損傷、MCL検緯、半月擦モ帯)そのリハビリについて実鉄できる

お。暉 :ヨ 後脅l定期議綾

準`精学習
埓ド,1外学
習

自分自身でストレッチングやエクサ■テイズを実践、習機化することで、体のlRも 方`や使用は、疲労感などを体感することができます。
運動を生活に取り入れることてより儀療的(横盤曲ftなることがでをます。施綺を効率よく行なうに1ま廃主練習が必要になります。

評価方法

中間ai験 (aooぬ )
前期定期議験 (60%)
揆業の取り組み (10%)
合計 (100%)

受講生ヘ
のメッt,
ジ

ヨンディンョえングの理解を深めることで
結に集いていきましょうt!

トレーニング撫導書をしての幅が広がると思います.積 l憂的に体を島4かして楽しい授業を一

【捜用教科書・教紺。今考書】

『トレーエング指導者テキスト輿載機』



2024年度 授業概要
学 科 i柔道整復科

科 3名
(其 )

手被擦法 |

lおぅtiua,Therapソ X

ぷ修
退帆

必搭 筆 次 1

担当教員 井千 宏法

実務繕較 O

船禁
形態

滴習
裕時間
(単位 )

10

2

瞬講区分

撃日J時餞

前鶏

殺～ュく 柔スポ 水 1解日`″時l雲

Ft受案の学智条容淳 く※実務経験のある事夕員、夕li見を有する教員が、ドのような1登業を実施 具体的に認載する)

主ft衛身が現場で滅用しているスポーツマッサージ・ストレッチングの手技を中心I二実故を行い、安全|こ身体への施衛寿行える提予枚術を修得リ
る。また、機能解割挙に基づいえ肪肉へ

`,〉

7プローチを進して、1泰々な身体や筋肉に触れることに1貫れていく,
実務経験 (平成21学より入ポーツトレーナーをして約8年地域の方への指導を行う。

【到還E標】

i基紹 憲寃督 勢 陶 課 猿豪謹 基 露
チングの■枚雛 リンクさせる

とヽし(安命li、 決められた,IFHR内で実践できる

1園 需 卜働ダクション/手技猿法の機要

2回 I己 スポ“ツマッサージの集騰知識をI肇解する

と霞母 スボーツマッサージが実践
′
てきる(供 ,大位 ,肩/腕/手 )

4鋤 串 スボーツマッサージが実7売 できる(イAF大位 :常中/1長 )

革翻景 スポーツマッサージが実幾できる(法臥位
「
ド賊)

$倒
~糠

入ポ‐‐ツマッサージが夢そ銭マきる(1印 駄侍 t嬢 1盈封1)

P翻 目 スポ‐‐ツマッサージが褒離できる(1印霞kl工 胸部/腹部)

3碧 景 スポーツマッサ“ジが要X身て春る(仰駄生 :段濤奇鷺h/際 ll蜀節/足 lttl欝輩BI)

9騨 H スポーツマッⅢノ'~ジが芸競できる(仰臥生 :下 B寛 )

10創 μ の確認と評価

11回 出 スポーッャッサージが実践く'きる(1黄営k技 〔上破)

12回 畠 サージが突駿できる(横臥位(下 1女〉

13ロ ロ リフレクフロジーが実性屹でをる(足部)

14鱒 麟 り7レクツ働ジーが実袋てきる(手摯蔵

`)

I争回ヨ ストレッチングの基礎理論を理解する

ie鶴 ョ バートナーストラッチングが異幾できる(上肢)

'7回
Fl どミ■す ストレッチ】′グが宴餞できる(挙歳)

19園 需 総 l苺 鸞

10回 ヨ 学報来謝致

20厠 魚 テスト等

準曇学習
i寺軽ケふ挙普

ユ他の墓強教rl(14,こ 機能解鋤学うの複習
景ヽ業時容の夜習
・スポーツマッサージキ史銭する

云ギイB方 ,ム
実績手入ト
損裟鏃衰

=ギ
l席状洸

投議生へω
メッセージ

アスリートヘのパフォー
‐マンス向上や療勢園寝・傷事予鱗、一敷の方への姿勢改善や蕪みの振最などを日的とした手段の一つに手装

簾法たく守在します。本疑慕を逢(´て、身体構造への襲簿を深め、直しく安全に各手横寂濠を実践できるよう:こ停めて行きましょう.

【葉轟教肇1書・教村,奢琴審】

クリエカルマッサージ



2024年度 授業概要
学 慕:業遺整夜科

担当教員 井手 宏法警
衆
必
速 之ヽ修 年次

実務キ畳験 ◇
科露名
(其 ,

レジスタンストレーれング

Ros,staれ ёもイroining 後AFi

ヨース 共遠

来
態
按

影
撒 rl寺閣
(単位 )

湊蔭
輸
　
２

腕甫黙分

1二 r婁・時隠貰 水曜臓・″時

“

豊

【l受業♂〉サ潜内容】 (＼実務籍険(,〉ある歓員、,1見を有する教 らのか、具体的に稔載する)

レを建

年よψ

々

またる。

トレーターとし

エヽクササイズをリンクき建る

投薬計画・肉客

I回 B 自己絡介・柔軟性を理解すも

21要丑目 ストレッチングと柔軟11トレー=ングを理解する

3囲 B ストレッチングと柔軟性トレー差ングを実え立する

4回 目 ウオーミンゲアップとクーリングダウンを理解する

心回目 自些エクササイズとスタビリティボール猛ク導サイズを理解し実議するい

6回 H 自重エクササイズとスタビリティポールエクササイズを理解し実
'成
するの

ア回 R レジスタンストレ‐4ングσ〉プログラムデザインを望こ解する0

8翻 R レジスタンストレ…ニングのプログラムデザインを簗解するrみヽ

9回 樹 レジスタシストレーニングのエクササイズサクニックを理解する

10倒 督 マシントレーエンゲを実ぉ'麦する(上半身)

11回 母 マンントレーエングを実栽する(下 半身〉

l,回 爵 フリーウエイト(コ7エクササイズ:土半身)を実,,す るO

13回日 フリーウエイト(ヨア盤クササイズ:土半身)を実践する0

単鐵碧 フリーウエイトでコアェクササイズ:下半身)を実躾サる0

13囲目 フリーウエイト(蜘アエクササイズ:下半身)を実競する③

6ヽ回 目 フリーウエイト(牟甫助エクササイズ)を実験する⑤

17回路 金身トレ…エング(パワークリーン)を実践する0

帝Bと爵」日 全身トレーエング(バ l'―クリーン)を実餞口るD

f9回日 学期末試験

20回 日 振返り

準備争習
◎他の基礎強泰卜(機能解割学や生理学など)の権習
◎接表内‐各の複雪
◇トレーエンダを楽峡する

群機方法

◎テスト
③授業
◎癌席
修威・ャ̀ポート

状況

受拳生への
メッセージ

lとの授業で礎時|=学んでヽヽることも二の接業を。と撃すブジ土てとても重要柱なりますので、復響を忘れずた、日々成長する態度 て・娯業に臨んで|まし
も`と黒います。議蚤と実抜弁itり交ギながら逢ぬてしヽきたいと寿えていますのて、自身が勘 1する身lttt作り、トレ‐‐エングにも綿緯してくだヽしヽ。―方
轟待にならないィえう、帯さんとディス秀ッレニラぬtできる横表 1■したしヽと思,ています。

と使用教科書・執材・参4書】

FNSCAパーツサルトレーナーのための基Ⅲ*其口れ綴(率 2敵 )、ど



2024年度 授業概要
学 料 :柔道整復科

科 Eユ ;々
(央 )

生理学■

Pテlysi● logy

必棒
選択

必惨 年次 2
揮当数良 自見英治斑

`/辻
康夫

実湯締執 ○

腰案
形態

講携
紛時 F儀寄
(髯1舘

'

80

4

F,4・議区分

壌博・子予キ賤

前期・後期

金 d電 卜 2・ 3限4-ス 共通

【拇業の争智内容番 (※安務経験のある教熱、類見弁雅する教員が,ど¢〉ような捜業を実緯するのか、其体的に驚数する)

と卜はどうやって動くのか、病みや温康などの感伊_とは11■なのか、と卜1まなピま,サ ぐと立っていられ.るのかコ神経系について幕賤的なことを学び4“解すもこと
で、工しい,4解系の攪能や鋳造について離朔できるようになる。そして、そういった感者さんに意選tえ降に、そのた状の原掛がどれにあ/,のか説朝マきるよう
となる,
実務経験
自見英治郎子1'91年 ヤ́19鰐年九州大掌病院勤務 0ヽ06年～1998年醜科際賎勤務
(卜康夫:九′州大学祭院フ年,てりFま絡工歳科8年自

'4盛
黙1こ携わる.

X丑逮昌標】

こ〕神経系の転導駒ほついて理解し識明てきる
9反射の注轟とるメカエズ′ぺtついて理解し幾瞬ジ,できる
0)懲覚につと`て理解し説弱てきる
こ,神継に障害が起こっ上爆にどのようなことが起こると考えられるのか説琥できる

投条静団・内暮

IE目 神経系の基礎1 神経系の区分と特徴、神経系の存在する細海|なついて説明てきる

2障 掛 紳継系の基礎2神経の基本廃ヽ与機能と静止膜電位,■やtⅢて説β)1できる 前印の講義確穂テスト1

9煙 目 神経系の基礎3活動篭と、鋼束l激 ,全か無の法烈とについて兼n月てきる 前回の議銀確認ケスト2

4回 雲 神絆系の基鱗4舞この振導と徹趣について説l'月てきる 前回の議義確認予スト3

力節 fミ 中枢神経系のFメ分 悩草糸、撻膜,幾☆髄液について議pジとできる 甫1師の講義確iZ予スト4

患鰤41 紹
' 
大鶉、P、身鶴の形態と寝指1■りしヽて説藤チ甘てきる 前囲♂′`講転確認テスト患

,翔 確 脳24曽裕、小鵜、書紺の形態と機競fこついて説用チlぐきる 前Iヨ (ア,滋義確認サスト6

傘翻織 脊範、お脳の血笹 沓監の構i套、悩の動脈・静鋲について議甥できる 説回の識義笠往認,ストワ

9園 憂 ほ導誌1 反郷の分類、下術は導路について説榔」1できる 納F口lめ講義確急なテスト8

!◆割彗 伝ィ募路2上行伝導路に t〉いて説明で孝る 前回の講義離灘テスト9

H劇 ヨ 腕神経 1 閥神経 I～ Vの 1昔造と機能について説明できる 前騨の議義確認テスト10

12回 鶴 隅神本こ蜜議事
“
無V～Ⅵの構造と機能につ′ヽて読Bサユてきる 範囲の議義確認テスIヽ 11

ta回 目 脳神経e鶴神経医～組の構造とl渉能について説朗できる 術鱒の講議碑議,ス静 2

14回 自 宗とめ 縮厠の講義確認■スIヽ 13

1夢 l(l電 中曲試験

16騨 F→ 脊離神器1 寄韓拿神経の構織、蟻神経触、腕神経鉄(筋皮神経、市中神経〕|■ついて説明できる

1'露 常 苺競神経2携を申経黛(尺骨神経、携骨神経〉、駒神牲について説明できる 前rJJの議教確認子スト13

,3麟 営 書鯉神経31霊を学終叢、4封骨神経歳、デルマトームについて識明てきる 前隠の議義健となテスト14

学痛 a 神経系の機能1 反射と皮射弓について説明できる 前回の議毅確認テスト「b

″0劉 目 筆期呻く試験



″1回 目 神掛系の機熊3燐磯反射、初床下部の機能つしヽて級畷できる 前F毒コの講畿激認テスト17

22回 鳳 神接糸の機齢4輝動の調整、斎構反射について説明できる 前翔の講義確認テスト18

23囲 協ヨ 枠率登系の機雄6早手髄
'メ

舅1、 船幹を中枢とする,軍動機能について貌伊ナlできる 謗守鰯の講教諄I認サスH8

24回 目 神袢i系の機絶δ 珂ヽ脳の機能について説ヨ月できる 前国の講嶺茫隷テスト19

25回 目 神経系の機能フ 大4曽基慮核と新皮貫連合野の統合について説明てきる 前国の講義確認予スト?0

126回 日 神経系の機能8新皮費滅勤辞の機白薗こつとヽて説明てきる 前解碑1の講義確認テスト21

27EB B 神争こ系の機能9新庚梵連合
=予

の統合機能:こついて識停デュできる 前回の講義確認テスト22

″8国 目 まとめ{前回の需義確認チスト23

″9園 目 まとめ2

缶C國 目 誰監貧

31博営 感擁器概諭

3″と霊J工言 皮膚の構造

38癬雲 皮膚態費

34回 獨 専見覚器1,〉構造

3お倒 目 撹党 I云導路

3む回目 平なi璃覚器の構造

37国 目 V衡感覚、聴党のほ導

aet】 l目 壌貧、味覚

39輿樹 まとめ、出辞重演習

401綺1樹 試験・閲題廃習

馨構学習
玲簡外学霧

毎回授業内て、前田の内容の離認サストを費施しますのて、第教の復習が必要です,

詳優芳濃 禁言ど訳摯 (10Cウ 4)

贄講■への
メッセージ

栄委の消Fと 吸ヽ嗜史や呼吸1ま、答段あより意報して待つているこたてはありま十
'ん
が、生L台ヤ活動孝行うために1ま堪妥不可欠です,メカエ

ズムが較織することは病気I患もつなナJヽ女学。それぞれの流れに沿つた議機1ヽ1なりますので、欠席をしないようにしてください。

【使用教I・答・散材・参考:書甚

解剖学 全国柔適整復ψ枝協会 無修
主珊l学 今回柔遭曇役学技協会 蹴修 プリント教本第ll



2024年度 授業概要・

学 稗〔案遭書復料

'二

島教員 兼松 隆必警
選訳́

必怒 年次 倉

実務経鍛 ○
奪キ自名
1英 ,

癖筆者・競猿者の生理学的持撒

紺期

4-ス 共通

素

能
一

授

形 議義
総峙郷
(単位 )

４０

　

２

鶴談区分

簑臓メ時鰈 本曜卜2賤

身体幾地の盤持′改書に役立てる笑1報を製l得と熟床改〕うに麻打=できるようftなる.

と横業の学群内

I芸院に 1

知見を有する執員が, か、具体F,与に記事

“

すも)

猛圭il館 陰

しての構造`綾焼警静
'J学

できる
ての構造・機能を数

'テ

できる

1優l目 r奮,酷者と競扶者の生理学的持機 ("v!・ γ jew,が職は月kf芦る

?観 8 絡t胞 篠́数の力麟齢現象(細腕のか齢現無)が説製 きる

3懐 日 争1母聰す維機の力9齢≧,こ象く豊イム陵と書G胞内小絡官の要亀、イ本内水分寃tの変化,が説明できる

4霞 目 高齢者の生観的特徴 (加船による陰名年機能の変化 !幹挫系の変 fし ,が説 n場できる

うE目 a齢 !昔の生理的特t政 (畑齢による駿審機能の交1と : 落ゝ主J器糸の変1と、感覚需緊アJ)変化)が説明てきる

S田 目 苺齢者の生理白竹特徴(力震静による離器機貪セの変化疇素群系〈′)変化 r)が説樹′,lでをも

7毎 持 喜備 どlの生理的4奪微勧

“

静による穣器機能の変化 :編最器系の変モじ 9)が説明■きる

患餌景 荏齢芸の生理偽措機 (力筆齢∫主よる臓器機構との変化 :呼 CJk器系の交ft,,婢 化霧系の変化、Rき膚の変1を ,が殺明できる

9僅 尋 発達とを化の理解 (入講の成員と発蓮(1)基磯曲理解、を等期の発達を成熊)れ ,い で設場できる

10回目 発速とを化の理解 (著 1とにl辛う心と身体の費化と臓常‖鴻、工rジンダ整論、荏鯨■と健よ争)tit〉 いて譲甥できも

!1回 目 巌齢持の生理的争、守繊 (高齢著に多い疾懇 .い車宰 フレイルJが鋭班できる

,2椰 轟 高齢増の生瑾釣得徴 (高齢者に多もヽ湊患`緯害 :筋蟻癌,が説項てきる

'9翻
B 葛餘奪の常

'豊

的特徴 {富齢箸 1■多い疾患 1歳憲 :持鶏経淀、転舗 .f〔
=緩
障害)お(説明てさ心

14韓 常 題動と

'瘤

齢く歩荷襟齢、平行税能、反応時濁)it● 岳ヽ ぐ設拇)1で生学る

IS珊置 舞甫と妊韓および競技番の生埋学的持
'敏

・変イと(小 ,とから昔審細の発荷畿青魚・妊資の特徴,岬映縫兼糸運動)が競明できる

16回 目 発寄と発連および鏡教者の生理攣拘特徴。変化(発吉軽の運動卒通・れ導勤の影等、通貴・1の発達と智熱)が歳aチlできる

1,国 需 建馳生理幹の概要 (選摯力が生榛に与える影響)について哀憶囁【・,学る

18国 EI 無横書の生理学的特徴・費1とくトレーエンダ1三よる絡,1い齢機山との透応的費化'神経機構の査1少姿勢謡輝耗力の交1`〕 が説明ぐをも

1争回目 熊技者の生理学的特徴・寅寸ほ(樹β球,こ粉な姿事井割卿,およ宝メ名齢者や無機者が麒需する薬と業のメ(ヅ

'き

客について説明できる

″O爾 目 争難宋試験

学簾学謝
,1鶴夕ヽ学評

今までき,た解苗学、生理学を含むため,それも学習為容の笠習が必要です .

評優方法 挙講試絵(100鴨 ,

・共猟講生へC
メッセージ

態書さんとして様する葛齢奪 (載糞故持の生翠的な袴数を学4(ま す。この手」目をお熱 ′ぐ学習t′狩ことが施衛の一離となればよいてす。今後の業逮
幣↑g師としての人生の為

'こ

も、本諌機鸞必螢恵雄講を勢につ1,てくイfさい.

【使用数科書・教粧・参考書J

■1翠学
崚検章
整重洋

(全餞棄逃盤雀学技協裁 蛍犠)及アυく置布プリント
の外l与予風

',(金
〔■司課,覧塾イ艇学校携袋 監惨)漁び 配傘プリント

獲&れと機能縦I凍指導 (冷 団桑遺キt復学校塩会 重格)及 び 紀荘ゴIJント



2024年度 授業概要
拳 科1柔遭選復科

4営名
(英〕

富齢着・穀技その生理学的特徴
必0伊
選択

必楼 年 次 η
搾当教員 宇都宮 表映

実務搬験 (〉

捜崇
形蛙

諾義
脅時間
(単位 )

40

2

謗講区分

lttH・時隈

前期

4-ス 桑摯スボーツ 月薔〒2銀

【毅宗0学習内容I(※実務経験のある学女員、知曳を有する教員が、どのような捜崇を実施する0)か、具体的1■認戴する)

蔑齢考や荒違途中の小尭、また特チキな|レーエング弁行う,骨技省の生理学的特徴について、学ぶ.
策務経験〔九1,l大挙焼競、襦岡孫十卒病院、丸剣六攀、一般歯驀4医 !常などに鋤務

【コI連 昌4建ユ

葛齢君。小児、そげ(競猿奢の生理い的椿後を説明てきるようになる。
また、その手d静を麟常生活や閣妹宴智にお↓ヽて活昂で守るようになる.

捜素計画・肉暮

I回 目 細胞`縦範の力1齢現象について説明ktきる

2園 目 神経系の加齢変化について説明て吉る

3騨 臓 運動器系″)加齢変化について説明(イきる

4回 目 籐覚器系の加とェ
エ
変化について説明できる

h回 E 篠蹂系→封
't轟

系の加齢変化につしヽて説ll身で書る

密回 目 喜蛉を無多もヽ疾患韓普について説Bナ|て・きる

ケ:1爵 高幹者体験(実習〉

S露
`弓

高締零体験(実喜A)

9回 富 小児靭から齋年期の発建曲線について説明て今る

10固 目 小児孝夢lから昔年期の呼残系機能と運印lについて報萌できる

1lI,l臓 小死期から青年期の循曝系1費能と運動:こつとヽて説明できる

予
'碑
臓 職喧め 弊革な習熟liついて説紛できる④

】3隠 G 達尊Jの ,送 k車を習熟fミつかて統明できる②

1■麟増 競技なにおしヽヽ トレーエンダによる筋機能の適応n専変化につとヽて説明できる

16難 雲 競技者 |とおいてトレーニングによる心機能(I,瀬応偽交frについて説明できる

16回 目 競技者に養いてトレ“ニングによる講志隻能の適応的変化Iとついて議明できる

17回 目 ER球建劫と姿勢筆tlttl_ついて説明できる

,att El 試験対策

19劇 目 試験対無

20回 層1 学期末試験

準鎌学習
時期,卜幸習

講義の中で賞能な子曇り、1■解し、導要であれば、自宅学智を行う、

評価方法 筆ミ↓試験 (100箋 ,

受話生への
メッセージ

少なもヽ埼田てtよい(,)で、盤 r9〕行う整認テストを
`1心
に棲習t,その都度知義を定着させていくことが望ましい。

【使舗執療・書・数材。参考書〉

教科等、講壌資料(配布)



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

担当教員 角 静香必

'葺
選択

必修 年次

実務争i又験 O
科日名
(英 )

病理学概論

Pathology 前期・後期前半

コース 共通

業

態

授

形 講義
総時間
(単位)

∞
　
３

開講区分

曜日・時限 月曜3限、木曜Ⅲ2限

【猥業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

病気になるとはどういうことなのか、どのような機序て病気が起こるのか。生理学の内容をもとに、そこが正常に機能しなくなることで、どのような結果が起こるの
かを理解する。また説明てきるようになる。
実務経験 :九大病院にて4年間歯科臨床に携わる。

メラノーマ
、凍傷、化学的物質)
退行性変性 (移植)、

外因 (栄養障害、物理的外因
循環障害 (血栓、窪栓、浮腫)、死 )、

捜楽計画・内容

1回 目 オリエンテーション 病理学の意義

2回 目 病因 (内因・外因)liつ いて説明てきる

3回 目 病因 (内因・外因)について説明できる

4回 目 病因 (内因・外因 )について説明できる 確認テスト

5回 目 退行性病変について岳見明できる

5回 目 退行性病変について説明できる

7回 目 退行性病変について説明てきる 確認テスト

8回 目 代謝障害と疾病について説明できる

9回 目 代謝障害と疾病について説明てきる 確認テスト

iO回 目 循環障害について説明できる

11回 目 循環障害について説明できる

1つ回目 循環障害について説明できる 確認テスト

13回 目 進行性茄変について説明てきる

14回 目 進行性病変について説明できる 確認テスト

15回 目 炎症について説明てきる

16回 目 夫症について説明できる

17回 目 炎症について説明てきる 確認テスト

18回 目 免疫異常・アレルギーについて説明てきる

10回 目 免疫異常・アレルギーについて説明できる

'O回
日 学期末試験

之1回 目 前期の復習

22回 目 煙,雰について説明てきる

20回 目 l里瘍について説明できる

24回 目 腫瘍について説明てきる

05回 目 先天性異常ついて目党明てきる

之6回 目 先天性異常ついて説明できる

27回 目 先天性異常ついて説明てきる

28回 目 病理学全範囲の復習①

20回 目 病理学全範囲の復習②

30回 日 定期試験

準備学習
時間外学習

病理学は主常でない状態を意味するため、正常である生I印学の理解が不可欠です。■理学の復習が必要です

評価方法 筆記試験 (10096)

受講生へ¢
メッセージ

病気の原因やその1繊序を学んでいく科日です。理解を深めるためにも正常な状態をきちんと知ることが大切です。毎回の侵業はつながリカくあるの
で、欠席のないよう注意してください。

【使用教科書 数材・参考書】

腐理学 全国柔道整復学校協会 監修



2024年度 授業概要
学 科 I柔道整復科

科目名

(英 )

一般臨床医学

Med caI Sc ence Lecutures

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 八谷 祥

実務経験 O

授業

形態
演習

総時間
(単位)

80

4

開講区分

曜日・時限

通年

コース 午前集中 火曜3限・木曜3限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

人における内科的障害についての診断の基礎を学び、各疾患においての異常症状について知識の修得を行い、正常、異常が判断できるよ〕こなり、本講義終
了時には各々の項目において説明できるよう1こなる。
実務経験:社会医療法人 大成会福岡記念病院に所属し2年間、従事している。

【到進目標】

内容は多岐にわたるが、診断重要点を理解しそれぞれの疾患について知識を深め、説明できるようになる。

授業計画・内容

1回 目 診察概論・医療面接について説明できる

ρ回目 体格・体型・体位・姿勢について説明できる

3回 目 精神状態・異常運動・麻痺・運動失調について説明できる

4回 目 歩行の異常・皮膚の状態について説明できる

5回 目 頭部、顔面の視診について説明できる

6回 目 胸部・四肢の視診について説明できる

7回 目 打診について説明できる

8回 目 聴診 (Л市,心鳳哉)について説明できる

9回 目 聴診(腹部)について説明できる

10回 目 触診①について説明できる

11回 目 触診②・生命徴候について説明できる

12回 目 感覚検査・反射検査・代表的な臨床症状について説明できる

13回 目 呼吸器疾患①について説明できる

14回 目 呼吸器疾患②について説明できる

15回 目 呼吸器疾患③について説明できる

16回 目 循環器疾患①について説明できる

17回 目 循環器疾患②について説明できる

18回 目 循環器疾患③について説明できる

19回 目 前期期末試験前まとめ

20回 目 学期末試験



21回 目 消化器疾患①について説明できる

22回 目 消化器疾患②について説明できる

23回 目 消化器疾患③について説明できる

24回 目 代謝疾患について説明できる

内分泌疾患①について説明できる

26回 目 内分泌疾患②について説明できる

27回 日 血液疾患①について説明できる

血液疾患②について説明できる

29回 目 腎尿路疾患①について説明できる

30回 目 腎尿路疾患②について説明てきる

31回 目 神経疾患①について説明できる

32回 目 神経疾患②について説明できる

33回 目 神経疾患③について説明できる

34回 目 感染症について説明できる

35回 目 膠原病①について説明できる

36回 目 膠原病②について説明できる

37回 目 一般臨床医学総まとめ①

38回 目 一般臨床医学総まとめ②

39回 目 後期期末試験前まとめ

40回 目 後期期末試験。解説

準備学習

時間外学習

内容は多岐にわたるため、毎回の復習を欠かさないでください。たとえ短時間の復習でも学習内容の記憶に関して大いに貢献し蔽す。反対に全く
復習しないと、驚くほど速やかに記憶は失われ授業に参加した意味もなくなります。

評価方法 定期言式験 100%

受講生への
メッセージ

疾患、病気への理解をするためには基本的な症状などが大切である。、臨床上来院される患者の中には内科的疾患をもつ方もおられる。外傷、時
害以外で患者の変化にいち早く気付き、医科との連携をするために必要な知識である為、自宅学習をすることが望ましい。

【使用教科書・教材・参考書】

一般臨床医学 全国柔道整復学校協会 監修



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

一般臨床医学

Medicai Suience Lecures

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 小原 直

実務経験 O

授業

形態
演習

総時間
(単位)

80

4

開講区分

曜日・時限

前期・後期

ヨース 柔整スポーッ学科 火曜3・ 4限 (隔週 )

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

各疾患に対して、その特徴や症状を理解する。またその回復経過、対処法を学び、適切なE党明ができるようになる。
1養能に異常が出た場合、身体にどのような症状が現れるのか理解をしてほしい。疾患については、呼吸器・循環器→肖化器等、それぞれの疾患を説明していく。
実務経験:内科医として44年今現在下関市の病院勤務

【到達目標】

内科診断学&内科学基礎を学ぶ

授業計画・内容

1回 目 医療画接 現病歴 主訴 既往歴等を急者から引き出すことができる

2回 目 視診 体型 体格 体位 意識レベル等を診ることができる

3回 目 視診 知能 精神状態 異常運動を診ることができる

4回 目 視診 不随怠運動 異常歩行を診ることができる

5回 目 視診 皮膚の病的な状態を診ることができる

6回 目 生命徴候 体温 血圧 脈等を診ることができる

7回 目 打診 胸部&心臓 &腹部の打診を覚えることができる

8回 目 聴診 心臓&肺 &腹部の聴診を覚えることができる

9回 目 聴診 腹部血管雑音等を覚えることができる

10回 目 表在知覚の分布を覚えることができる

11回 目 深部腱反射の仕方と意義を覚えることができる

12回 目 病的な反射やクローヌスを覚えることができる

13回 目 代表的な臨床症状 発熱 出血傾向 リンパ節腫大等の病的な意義について調べることができる

14回 目 呼吸器疾患 上気道炎&肺炎&ウイルス性肺炎&コ ロナ感染症について学ぶことができる

15回 目 呼吸器疾患 肺結核 肺癌 等について学ぶことができる

16回 目 呼吸器疾患 気管支Π嵩息 自然気胸等について学ぶことができる

17回 目 呼吸器疾患 肺塞栓症等について学ぶことができる

18回 目 循環器疾患 症状や先天性心疾患について学ぶことができる

19回 目 循環器疾患 狭心症 &心筋梗塞について学ぶことができる

学期末試験20回 目



21回 目 循環器疾患 不整脈や大動脈や中小動脈疾患について学ぶことができる

22回 目 消化器疾患 食道&胃 &十二指腸疾患について学ぶことができる

23回 目 消化器疾患 肝&胆&膵疾患について学ぶことができる

24回目 消化器疾患 虫垂炎&大腸疾患&腸閉塞等について学ぶことができる

25回 目 内分泌代謝疾患 高脂血症&高尿酸血症&糖尿病について学ぶことができる

26回目 内分泌疾患 脳下垂体疾患について学ぷことができる

27回 目 内分泌疾患 甲状腺&副腎&副甲状腺疾患について学ぶことができる

23回目 血液造血器疾患 貧血の種類 や白血病について学ぶことができる

29回目 血液造血器疾患 悪性リンパ腫や出血傾向をきたす疾患について学ぶことができる

30回 目 腎尿路疾患 糸球体腎炎やネフローゼ症候群 慢性腎臓病について学ぶことができる

31回 目 腎尿路疾患 急性腎不全&慢性腎不全や泌尿器科的疾患について学ぶことができる

32回 目 神経疾患 1図血管障害&脳腫瘍について学ぶことができる

33回目 神経疾患 変性疾患や感染性神経疾患について学ぶことができる

34回 目 神経疾患 末梢神経疾患やパーキンソン病やアルツハイマー聖認知症について学ぶことができる

35回 目 ウイルス感染一般&エイズ&コロナ感染症について学ぶことができる

36回 目 皮膚感染症や細菌感染について学ぶことができる

37回目 1曼性関節リウマテ&SLE&強皮症について学ぶ(膠原病)ことができる

38回 目 多発性筋炎&シエーグレン症候群&ベーチエット病について学ぷ(膠原病)ことができる

39回 目 結節性多発性動脈炎&リューマチ性多発筋痛症&アナフィラキシーショックについて学ぶことができる

40回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

解割学を復習して下さい。

評価方法 4択式マークシート方式試験 100間そのうち50間は小テストより出題 年2回

受講生への
メッセージ

国家試験対策に徹します。□

【使用教科書・数材・参考書】

講義プリント,一般臨床医学 全国柔道整復学校協会 監修



21回目 各論 :Л曽神経外科疾患について説明できる その1

22回 目 各論 :脳神経外科疾患について説明できる その2

23回 目 各論 :心臓血管外科疾患について説明できる。 その1

24回 目 各論:心臓血管外科疾患について説明できる。 その2

25回目 各論:呼吸器外科疾患について説明できる。

26回目 各論:腹部の外科疾患について説明できる。その1

27回目 各論:腹部の外科疾患について説明できる。その1

28回 目 各論 :肝臓,胆道系の外科疾患について説明できる。

29回 目 各論:甲状腺,乳腺外科疾患について説明できる。総復習とオリジナルテスト

30回目 学期末試験

準備学習
時間外学者

事前予習ではなく復習が必要不可欠である為。自宅での学習をしつかりと行つてください。復習も講義後、速やかに要点をチェックするように,いがけ
てください。また、講義前に教科書を読んだだけではわかりにくい内容もあると思います。このため、復習に重点を置いて学習してください。復習は
最低、講義プリントの再チェック,該当範囲の教科書のチェック、および講義小テストのチェックを行つてください。

評価方法 学期末試験 (100%)に より評価する。

受講生への
メッセージ

日常生活て見かける外科的疾患は癌などの腫痛や外傷などに触れることがあるかと思います。医療人を目指すにあたり、これらの知識を身につ
けておくことは将来、きっと役に立つと思います。頑張つて学習してください !

【使用教科書・教材・参考書】

講義プリント,外科学 全国柔遣整復学校協会 監修



2024年 度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名

(英 )

リハビリテーション医学

Rehab‖ たaton Medicine

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 齊藤貴文/岡真―郎

実務経験 O

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

80

4

開講区分

曜日・時限

午前集中コース

ヨース 共通 火曜日・ヽ 限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

リハビリテーション医学は、患者のもつあらゆる障害に対し総合的に対処していくものである。医師だけで行えるものではなく、理学療法士、作業療法士をはじ
めとした多くの専門職が力を合わせて行つていかなければならない。柔道整復師もその一員であることから、リハビリテーション医学の基本理念を理解し、その
実践に必要な知識、技術を学び説明ができるよ〕こなる。
実務経験
斎藤貴文:クリエックにて臨床経験5年
司真―郎:整形外科併設のクリニックで7年勤務

【到達目標】

①リハビリテーションの理念、対象者と障害者の実態、障害の階層とアプローチを説明できる。
②リハビリテーションの評価学を説明てきる。
③リハビリテーションの障害学を説明できる。
④リハビリテーションの治療学を説明できる。
⑤リハビリテーション関連職種を説明できる。
⑥理学残法、作業療法、言語聴覚療法、補装具について説明できる。
②高齢者のリハビリテーションについて説明できる。
①神経疾患のリハビリテーションについて説明できる。
③脊髄損傷のリハビリテーションについて説明ができる。
⑩内部障害リハビリテーションについて説明ができる。
①運動器疾患のリハビリテーションについて説明ができる。
⑭リハビリテーションの福祉と障がい者スポーツについて説明できる。

授業計画・内容

1回 目 リハビリテーションの理念について説明できる。

2回 目 リハビリテーションの対象と障害者の実態について説明できる。

3回 目 障害の階層とアプローチについて説明できる。

4回 目 ICD、 lCIDHについて説明できる。

5回 目 ICFについて説明できる。

6回 目 チームアプローチについて説明できる。

7回 目 リハビリテーション評価学 Iについて説明できる。

8回 目 リハビリテーション評価学 Eについて説明できる。

9回 目 リハビリテーション評価学Ⅲについて説明できる。

10回 目 リハビリテーション障害学 Iについて説明できる。

11回 目 リハビリテーション障害学Ⅱについて説明できる。

12回 目 リハビリテーション障害学Ⅲについて説明できる。

13回 目 リハビリテーション治療学 Iについて説明できる。

14回 目 リハビリテーション治療学Ⅱについて説明できる。

15回 目 リハビリテーション治療学Ⅲについて説明できる。

16回 目 リハビリテーション医学の関連職種 Iについて説明できる。

17回 目 リハビリテーション医学の関連職種Ⅱについて説明できる。

18回 目 国家試験問題解説

19回 目 試験対策

学期末試験20回 目



21回 目 リハビリテーションの治療技術 (理学療法 )

22回 目 リハビリテーションの治療技術 (理学療法 :運動療法 )

23回 目 リハピリテーションの治療技術 (理学療法 :物理療法 )

24回 目 リハビリテーションの治療技術 (作業療法、言語聴覚療法 )

25回 目 リハビリテーションの治療技術(補装具 :装具、義Π支、歩行補助具、車いす、自助具)

26回 目 リハビリテーションの治療技術 (臨床実習ケーススタディ)

27回 目 高齢者のリハビリテーション

28回 目 神経疾患(1凶卒中、パーキンソン病)の障害とリハビリテーション

29回 目 背髄損傷の障害とリハビリテーション

30回 目 破体不自由児,知的障害の病態とリハビリテーション

31回 目 内部障害の病態とリハビリテーション

32回 目 運動器のリハビリテーション(骨折の治療と後療法)

33回 目 骨粗審症、捻挫の病態とリハビリテーション

34回 目 上Π支損傷後症候群、下肢損傷後症候群の病態とリハビリテーション

35回 目 頚肩腕症候群の病態とリハビリテーション

36回 目 腰痛症の病態とリハビリ
'―
ション

37回 目 肋骨骨折・アキレス腱断裂へのアプローチ

38回 目 リハピリテーションの福祉、障がい者スポーツ

39回 目 リハビリテーションの実際 QCFモデルを用いたケーススタディ)

40回 目 筆記試験・解説

準備学習

時間外学菅
教科書を読んで予習復習をすること。

評価方法 筆記試験 (100%)

受講生への
メッセージ

リハビリテーション医学を通して、治療医学と医学的リハビリテーションの違いと位置づけを学んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

リハビリテーション医学 全国柔道整復学校協会 監修



2024年度 授業概要
学 科 柔道整復科

科目名
(英 )

リハビリテーション医学

Rchab‖ たaton Medcine

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 北村匡大

実務経験 O

l曼業

形態
講義

総時間

(単位 )

80

4

開講区分

曜日・時限

前期・後期

ヨース 柔整スポーッ 火3・ 4限 (隔週 )

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

リハビリテーション医学は、患者のもつあらゆる障害に対し総合的に対処していくものである。昨今、医師、理学療法士、作業療法士、看護師、言語聴覚士等多
くの専門職が力を合わせて患者へのニーズに対応し、支援していくチーム医療が求められる。柔道整復師もそのチームの一員であることため、リハビリテーショ
ン医学の理念、対象者、障害の実態を学び、評価、治療の知識、技術の必要性を理解する。
実務経験t:2003年 より急性期・回復期併設の病院で整形外科・脳神経外科・心朧外科・回復期リハビリテーション科におけるリハビリテーション診療に7年勤務

【到達目標】

Эリハビリテーションの理念、対象者と障害者の実態、障害の階層とアプローチを説明できる。
②リハビリテーションの評価学、障害学、治療学を説明できる。
③リハビリテーション関連職種、高齢者のリハビリテーション、リハビリテーションの治療技術(理学療法、作業療法、言語聴覚療法、補装具)を説明できる。
④高齢者(フレイル、医療制度、介護予防)、 中枢疾患(脳卒中、パーキンツシ病)、 運動器疾患(骨折、捻挫)をのリハビリテーションを説明できる。

授業計画・内容

1回 目 リハビリテーションの理念、リハピリテーションの対象と障害者の実態を説明できる

2回 目 障害の階層を説明できる

3回 目 障害のヘアプローチを説明できる

4回 目 リハビリテーション評価学 1について説明できる

5回 目 リハビリテーション評価学2について説明できる

6回 目 リハビリテーション評価学3について説明できる

7回 目 リハビリテーション障害学耳について説明できる

8回 目 リハビリテーション障害学2について説明できる

9回 目 リハビリテーション障害学3について説明できる

10回 目 リハビリテーション障害学4について説明できる

11回 目 リハビリテーション治療学1について説明できる

12回 目 リハビリテーション治療学2について説明できる

13回 目 リハビリテーション治療学3について説明できる

14回 目 リハビリテーション治療学4について説明できる

15回 目 リハビリテーション医学の関連職種1について説明できる

16回 目 リハビリテーション医学の関連職種2について説明できる

17回 目 高齢者のリハビリテーション1について説明できる

18回 目 高齢者のリハビリテーション2について説明できる

19回 目 高齢者のリハビリテーション3について説明できる

20回 目



21回 目 リハビリテーション治療技術 1について説明できる

22回 目 リハビリテーション治療技術2について説明できる

23回 目 リハビリテーション治療技術3について説明できる

24回 目 リハビリテーション治療技術4について説明できる

25回目 リハビリテーション治療技術5について説明できる

26回目 リハビリテーション治療技術6について説明できる

27回 目 リハビリテーション治療技術7について説明できる

28回 目 リハビリテーション治療技術8について説明できる

29回 目 高齢者のリハビリテーション1について説明できる

30回 目 高齢者のリハビリテーション2について説明できる

31回 目 高齢者のリハビリテーション31こついて説明できる

32回 目 中枢疾患のリハピリテーション1について説明できる

33回 目 中枢疾患のリハビリテーション2について説明できる

34回 目 中枢疾患のリハビリテーション3について説明できる

35回 目 中枢疾患のリハビリテーション4について説明できる

36回 目 運動器疾患のリハビリテーション1について説明できる

37回 目 運動器疾患のリハビリテーション2について説明できる

38回 目 運動器疾患のリハビリテーション3について説明できる

39回 目 運動器疾患のリハビリテーション4について説明できる

40回 目 学期試験

準備学習

時間外学習

教科書、資料を持参ください。
医学用語を忘れないように、復習を徹底しましょう。

評価方法 筆記試験 (100%)

受講生への
メッセージ

リハビリテーションにおける評価と治療の関係を理解できると、リハビリテーションの必要性を知ることができます。
反復学習を繰り返し、理解できるようにしましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

リハビリテーション医学 全国柔道整復学校協会 監修
プリント教材



2024年 度 授業概要
学 科:柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復術の適応

Adapting to」 udo Therapy

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 今村 公―

実務経験 O

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

40

2

開講区分

曜日・時限

後期

コース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道整復師が整復を行うに当たり、患者に対する医療安全の観点から、対象ととなる運動疾患が業務範囲にあるかどうかを適切に判断し柔道整復術を適切に
実施できる能力をみにつけるようになる。
※実務経験:外科学会専門医として外科診療に従事している。

【到達目裸】

適切な柔道整復術を行うため、柔道整復が適応されるか否かの判断能力を委い、判断基準を説明できるよう1こなる。また、柔整師て扱うべきでない急性き疾患
の判断根拠を提示てきることを目標とする。

授業計画・内容

1回 目 救急処置,基本的なバイタルサインと正常値について説明できる。各部位の疼痛疾患を列挙できる。

2回 目 腰痛疾患を説明できる。転移性脊椎腫瘍について説明できる。

3回 目 化膿性炎症疾患,痛風,偽性痛風について説明できる。

4回 目 軟部組織の圧迫損傷.血流障害を伴う損傷について説明できる。

5回 目 脱臼,末相神経の損傷疾患、その1 について説明できる。

6回 目 末梢神経の損傷疾患、その2について説明できる。

7回 目 脱臼骨折疾患について説明できる。

8回 目 外出血を伴う損傷について説明てきる。

9回 目 総復習,オリジナルテスト

10回 目 病的骨折と病的脱日 1こつき、例をあげたりして説明できる。

11回 目 意識障害を伴う損傷 そのヽについて説明できる。

12回 目 意識障害を伴う損傷 その2について説明できる。

13回 目 意識障害を伴う損傷を中心にこれまでの総復習。

14回 目 頚椎の損傷 その1 について説明できる。

15回 目 頚椎の損傷 その2について説明できる。

16回 目 胸椎疾患,寄椎疾患について説明できる。

17回 目 高エネルギー外傷について説明できる。

18回 目 DIC,深部静脈血栓症について説明できる。

19回 目 総復習,オリジナルテスト

20回 目 学期末試験

準備学習
時間外学習

内鳳載損傷、外科的疾患、骨折、脱日など様々な疾患、損傷についての知識が必要な為、事前予習が必要である。

評価方法 幸記試験(100%)

受講生への
メッセージ

将来の現場で柔道整復術が適応かどうかを見極めるための知識を習得する。患者さんにとって最書の選択をする柔道整復師になれるように学習
しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

医療の中の柔道整復 南江堂



2024年度 授業概要
学 科I柔道整復科

科目名
(英 )

社会保障制度

SociaI Secuttty System

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 内村 陽―

実務経験 O

授業

形態
講義

総時間

(単位 )

20

1

開講区分

曜日・時限

後期後半

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

社会報奨制度と職業倫理を学ぷ。国家試験合格の為の勉強はもちろんだが学生が資格取得後に接骨院で勤務する際即戦力となり、また倫理観を持ちわせた
人物となるように学習・指導を行う。常に変化していく社会,社会制度のことを学習し常に情報を集めるよう1こ習慣付けることも指導していく。更に受身型の授業
だけでなく自分たちで考える習慣を身に着けるという目的てグループディスカッションも多用している。
実務経験 :田 口整骨院にて2年 9か月その後 うちむら接骨院を開業4年経過

【到連目襟】

柔適整復師として必要な保険の仕組みや施術の流れを理解する。また、日本の社会保障制度についても理解する。

授業計画・内容

1回 目 社会保障制度

2回 目 医療保険制度

3回 目 療養費

4回 目 障害者保障

児童福祉法

6回 目 感染症対策

7回 目 医療の質と安全の確保

8回 目 医事紛争・医療事故

9回 目 総復習

10回 目 定期試験・解答解説

準備学習
時間外学習

前回の授業後に、学んだ事・気づいたこと,疑問などを提出する

評価方法 定期試験筆記 100%

受講生への
メッセージ

柔道整復師に必要な知識としての社会保障制度を理解する

【使用教科書・教材・参考書】

社会保障制度と柔道整復師の職業倫理



2024年 度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名

(英 )

柔道整復学Ⅲ

」udo TherapyⅢ

必修

選択
必修 年次

担当教員 吉原 稔

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間

(単位 )

80

4

開講区分

曜日・時限

前期・後期

ヨース 共通 火曜 H・ 2・ 3限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

下肢の骨折、脱日、軟部組織損傷に対しての基礎的な知識から、臨床的な知識を教科書の内容をもとに指導する
実務経験:平成22年から整形外科で約8年勤務し外傷の処置を経験し、6年間の整骨院勤務

【到達目標】

下肢の骨折、脱日、軟部組織損傷の基礎的な知識を取得し、実際にその知識を使用することができる

授表計画・内容

1回 目 骨盤骨折の発生機序と症状が説明できる

2回 目 骨盤骨折の治療と後療法が説明できる

3回 目 大腿骨近位骨折の発生機序と症状が説明できる

4回 目 大腿骨近位骨折の治療と後療法が説明できる

5回 目 大腿骨骨幹部骨折の発生機序と症状が説明できる

6回 目 大腿骨骨幹部骨折の治療と後療法が説明できる

7回 目 大腿骨遠位骨折の発生機序と症状が説明できる

8回 目 膝蓋骨の発生機序と症状と後療法が説明できる

9回 目 胆骨近位骨折の発生機序と症状と後療法が説明できる

10回 目 下腿中央、遠位骨折の発生機序と症状と後療法が説明できる

11回 目 下腿疲労骨折の発生機序と症状、治療、後療法が説明できる

12回 目 下腿骨果部骨折の発生機序と症状が説明できる

13回 目 下腿骨果部骨折の治療と後療法が説明できる

14回 目 足根骨骨折の発生機序と症状が説明できる

15回 目 足根骨骨折の治療と後療法が説明できる

16回 目 中足骨骨折の発生機序と症状が説明できる

17回 目 中足骨骨折の治療法と後療法が説明できる

18回 目 骨盤骨折から1黍蓋骨骨折までの復習し、それぞれの基礎知識が説明できる

19回 目 下腿骨骨折から足趾骨折までの復習し、それぞれの基礎知識が説明できる

学期末試験20回 目



21回目 股関節脱臼の発生機序と症状が説明できる

22回 目 股関節脱臼の治療と後療法が説明できる

23回 目 膝関節脱日の発生機序と症状と治療、後療法が説明てきる

24回目 膝蓋骨脱国の発生機序と治禁と後療法が説明できる

25回目 足趾脱日の発生機序と症状が説明できる

26回 目 股関節の軟部組織損傷の発生機序、治療と後療法が説明できる

27回 目 大腿部の軟部組織損傷の発生機序と症状、治療法が説明できる

28回目 膝関節の靭帯損傷、軟部組織損傷症状と発生機序と治療法が説明できる

29回目 膝関節の靭帯損傷、軟部組織損傷症状と発生機序と治療法が説明できる

30回 目 膝関節前方軟部組織損傷の発生機序と症状と後療法が説明できる

31回 目 膝周囲の軟部組織損傷の発生機序と症状、治療、後療法が説明できる

32回 目 下腿の軟都組織損傷の発生機序と症状が説明できる

33回 目 下腿骨疲労骨折の治療と後察法が説明できる

34回目 足関節周囲の発生機序と症状が説明できる

35回 目 足関節周囲の治療と後療法が説明できる

36回 目 足関節周囲の発生機序と症状が説明できる

37回 目 足部の軟部組織損傷の治療法と後猿法が説明できる

38回 目 Л費関節、膝関節、足部の脱自の復習し、それぞれの基礎知識が説明できる

30回目 股関節～足部の軟部組織損傷までの復習し、それぞれの基礎知識が説明できる

40回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

毎回の授業内容をその日のうちに復習する事が大切です。理解度チェック問題で自身の理解度を認識して復習に生かしましょう。

評価方法 学期末試験

受講生への
メッセージ

柔道整復師の業務の中でも多く道遇する疾患を学んていきます。また国家試験では必須の知識です。1尋来の役に立つ知識を一緒に学んでいきま
しょう。

【使用教科書・教材・参考書】

柔道整復学・理論編第7版



2024年 度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科 目名
(英 )

外傷の保存療法

Conservauve Therapy of ExternaIIruuies

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 内村 陽―

実務経験 O

授業

形態
講義

総時間

(単位 )

20

1

開語区分

曜日・時限

後期・後半

コース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

タト傷に対する保存療法と観血療法の鑑別、それぞれの冶療法の特徴について学ぶ。
1年生で学んだ範囲である骨折の総論の復習を行うことで国家試験に対する対応力を身につける。
実務経験 :田 口整骨院にて2年 9か月その後うちむら接骨院を開業4年経過

【到達目標】

タト傷に対する保存療法、観血療法の鑑別と特徴を理解し説明できる。治癒経過を理解し治療目標の設定が適切にできる。

授業計画・内容

1回 目 外傷保存の概要を理解する。

2回 目 外傷に対する保存療法と観血療法の錯別について説明できる。

3回 目 観血療法の特徴を理解し説明できる。

4回 目 保存療法の特徴と関連する後療法について理解する。

5回 目 保存療法の特徴と関連する後療法について説明できる。

6回 目 骨折・脱日・軟部組織損傷の固定について理解する。

7回 目 骨折・脱田・軟部組織損傷の固定について理解し説明できる。

8回 目 本講義の範囲が説明できる。

9回 目 問題演習

10回 目 試験・試験解説

準備学習

時間外学
:習
1年生で学んだ柔道整復学 (特に総論)の復習、授業後の復習を行い、知識の定着を図つてほしい。

評価方法
所定の出席時間を満たした者に対し、

評価は100点 満点法を用い、60点 以上
学期末の筆記試験(マークシート)において評価を行う。
を合格とする。

受講生への
メッセージ

外傷の治療法は保存療法と観血療法に大別する。柔道整復師が行えるのは保存療法のみであるため、保存と観血の錯別を行えることは必須で
ある。

今後、資格取得後し勤務した際、自身の身を守るうえで大切になつてくるためしっかり学んでいただきたい。

【使用教科書・教材・参考書】

柔道整復学理論編第7版、配布プリント



2024年 度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科 目名

(英 )

臨床柔道整復学 I

Clinical」 udo Therapy I

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 古原 勉

実務経験 ○

授業

形態
講義

総時間
(単位)

90

4

開講区分

曜日・時限

前期。後期

ヨース 共通 金曜 1・ 2・ 3限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

臨床柔道整復学では臨床上多く発生する、上肢骨折・月党口を中心に各論における知識の習得を目指しながら、臨床の場により近い意識を持たせる。
実務経験 臨床経験38年 1986年 ～1991年 ′Iヽ山接骨院にて施術に関わり、1992年 よりよしはら接骨院開業施術に関わり現在に至る。

【到達目標】

上肢骨折・脱日の知識を臨床現場にて役立て施術を行えるようになる。

授業計画・内容

1回 目 上腕骨顆上骨折の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

2回 目 上腕骨外顆骨折の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

3回 目 上腕骨内側上顆骨折の症状・鑑別・治猿法を理解し説明できる様になる

4回 目 前腕両骨後方脱自の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

5回 目 前腕両骨前方脱臼・側方脱国・分散脱国の症状・鐘別・治療法を理解し説明できる様になる

6回 目 l莞骨近位端部骨折 (骨頭骨折・頸部骨折)の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

7回 目 撓骨頭部単独脱日・月寸内障の症状・鑑別・治察法を理解し説明できる様になる

8回 目 肘頭骨折の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

9回 目 1売骨骨幹部骨折の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

10回 目 ガレアジ骨折・尺骨骨幹部骨析の症状・鑑烈I・ 治療法を理解し説明できる様になる

11回 目 モンテギア骨折の症状・盤烈I・治療法を理解し説明できる様になる

12回 目 撓尺両骨骨幹部骨折の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

13回 目 コーレス骨折の症状・鐘別・治療法を理解し説明できる様になる

14回 目 スミス・バートン・ショウファー骨折・骨端線離開の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

15回 目 遠位機尺関節脱田・1売骨手根関節脱日の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

16回 目 舟状骨骨折・三角骨骨折の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

17回 目 有釣骨・豆状骨・月状骨・大菱形骨・有頭骨骨折の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

18回 目 総復習

19回 目 試験

20回 目 学期末試験



21回 目 中手骨部の骨折(骨頭・顕部・骨幹部骨折)の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

22回 目 第1中手骨基底部骨折(ペネットローランド骨析)の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

23回 目 指骨骨折(基節・骨幹部・骨頭・基部骨析)の症状・銭〕1・治療法を理解し説明できる様になる

24回 目 末節骨骨析・マレットフィンガーの症状・鐘別・治療法を理解し説明できる様になる

25回 目 月状骨脱臼・月状骨周囲の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

26回 目 中手骨脱田(CM/MP/MP以 外)の症状・鐘別・治療法を理解し説明できる様になる

27回 目 指骨脱日(P】 P/DIP)の 症状・鐘別・治療法を理解し説明できる様になる

28回 目 月力骨骨折の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

29回 目 胸骨骨析の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

30回 目 胸椎骨折・胸腰推移行部骨折の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

31回 目 腰椎骨折(椎体圧迫・チャンス・破裂・横突起骨折)の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

32回 目 肩部の軟部組織損傷 (筋・腱損傷/上腕二頭筋長頭腱損傷)の症状・銑別・治療法を理解し説明できる様になる

33回 目 肩部のスポーツ損傷 (ベネット・SLAP損 傷)の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

34回 目 肩部インピシ
°
ルト症候群・リトルリーガー肩の症状・鐘別・治療法を理解し説明できる様になる

35回 目 肩部不安定症・末梢N障害・機骨N・尺骨Nl員傷・五十肩の症状・鑑刃I・治療法を理解し説明できる様になる

36回 目 肘部の軟部組織損傷(靭帯損傷・野球肘)の症状・錯別・治療法を理解し説明できる様になる

37回 目 肘部の軟部組織損傷(テニス肘。上顆炎,その他の疾患)の症状・鑑別・治療法を理解し説明できる様になる

38回 目 総復習

39回 目 試験

40回 目 試験解説

41回 目 特別講義

42回 目 特別講義

43回目 特列l講義

44回 目 特別講義

45回 目 特別講義

準備学習
時間外学1晋

柔道整復学理諭編、実技編の予習・復習を行う。

評価方法 筆記試験

受講生への
メッセージ

臨床に関わり、国家試験対策としても重要な科目であるため、欠席をしないようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

柔道整復学理論編第7版・柔道整復学実枚編第2版・解剖学・包帯学・国家試験過去問題集



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

競技者の外傷予防

InJury Prevendon for Athtttes

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 内村 陽―

実務経験 O

授業

形態
演習

総時間

(単位 )

40

2

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

日常業務て患者を危険に曝さないために必要な能力を養うため、外傷に類似した症状を示す疾患の判別や外傷に潜んでいる危険な徴候を理解し、本講義終
了時には各項目において説明できるようになる。
実務経験:田口整骨院にて2年 9か月その後うちむら接骨院を開業4年経過

【到達目標】

⑦臨床所見から、施術に適する損傷と適さない損傷を的確に判断できるようになる。
外傷予防に必要な知識と方法を理解し、安全に外傷予防としての柔道整復術を提供するための能力を身につける。
て3)柔道整復学の特徴、限界を知り、最適な治祭環境が選択できるよう支援できるようになる。

②

授業計画・内容

1回 目 外傷予防 (総論)を理解する 柔遭整復理論第7版 P137～ p145

2回 目 高齢者・競技者に好発する外傷について説明できる(発生・特徴・好発・表皮解割など)

3回 目 運動のメリット・デメリット筋疲労について説明できる Pl ～ P12

4回 目 運動と呼吸・循環について説明できる P12～ P19

5回 目 運動とホルモン・運動生理学的特徴について説明できる P20～ P25

6回 目 競技者の外傷予防・直接的誘発要因について説明できる P27～ P37

7回 目 外傷の予防対策・全身関節弛緩性テスHこついて説明できる P30～ P41

8回 目 筋タイトネステスト・アライメント測定について説明できる P41 ～ P44

9回 目 外傷予防のコンディショニングの方法・徒手抵抗ストレッチングについて説明できる P45～ P52

10回 目 パートナーストレッチング・下腿ストレッチングについて説明できる P53～ P59

11回 目 ①～⑩復習 演習問題

12回 目 スポーツマッサージの実際について言比明できる P60～ P64

13回 目 スポーツテーピングの方法について説明できる 足関節・膝関節 P64～ P75

14回 目 競技における仲縮テーピングについて説明できる P76～ P85

15回 目 外傷予防トレーニングについて説明できる P85～ P94

16回 目 柔道における肩関節の外傷予防、水泳における体幹の障害予防について説明できる P97～ 105

17回 目 バスケットボールにおける1奈関節の外傷予防、サッカーにおける足関節の外傷予防について説明できる P108～ 116

18回 目 成長期の・高齢者外傷予防について説明できる P121～ 130

19回 目 高齢者・競技者の外傷予防についてのまとめを説明できる P102～ 130

20回 目 学期末試験

準備学習
時間外学習

今まで柔道整復理論で得た知識を活用する授業であるため、復習が必要である。また柔道整復学の復習も必須である。

評価方法 幸記試験(100%)

受講生への
メッセージ

接骨院・整骨院に就職して関わる患者さんの知識としてとても重要です。正しく対応することが出来なければ、患者さんが不利益を被ることになり
ます。欠席など無いよ〕こ受講してください。

【使用教科書・教材・参考書】

柔道整復理論編・理論編(第 7版 )/競技者隷外傷予防 全国柔道整復学校協会 監修柔道整復実技 全国柔道整復学校協会 監修



2024年 度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復実技 I

Advanced」udo TherapeuticLab I

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 齊藤 智仁

実務経験 O

授業

形態
実技

総時間

(単位 )
3

90 開講区分

曜日・時限

通年

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

各疾患の理論を説明し、理解が得られたところで実技指導を行う。その後、実技のグループ・ペアに分かれて臨床症状及び整復前の確認、整復法、整復後の
確認、固定法を学ぶ。
実務経験:整骨院・整形外科併設整骨院にて6年勤務

【到達目標】

1.臨床に応用できる技術を取得する。
2,実際の患者と想定しながら接し、気を配り真摯な態度で接することができる。

授業計画・内容

1回 目 肩鎖関節上方脱臼の整復について実践できる

2回 目 肩鎖関節上方脱日の整復について実践できる

3回 目 肩鎖関節上方脱日の固定について実践できる

4回 目 肩鎖関節上方脱日の固定について実践できる

5回 目 肩関節前方脱国の整復について実践できる

6回 目 肩関節前方脱国の整復について実践できる

7回 目 肩関節前方脱臼の固定について実践できる

8回 目 肩関節前方脱臼の固定について実践できる

9回 目 復習

10回 目 試験

11回 目 肘関節後方脱臼の整復について実践できる

12回 目 肘関節後方脱国の整復について実践できる

13回 目 肘関節後方脱日の固定について実呈安できる

14回 目 肘関節後方脱国の固定について実践できる

15回 目 手第2指PIP関節背側脱口固定について実践できる

16回 目 手第2指 PIP関節背側脱臼固定について実践できる

17回 目 第5中手骨顕部骨折固定について実践できる

18回 目 第5中手骨頸部骨折固定について実践できる

19回 目 復習

20回 目 末試験



21回 目 肋骨骨折固定について実践できる

22回 目 月力骨骨折固定について実践できる

23回 目 膝関節側副靭帯(内側側副靭帯)損傷について実践できる

24回 目 膝関節側副靭帯(内側側副靱帯)損傷について実践できる

膝閥節内側側副靭帯損傷固定について実践できる

26回 目 膝関節内側側副靭帯損傷固定について実践できる

27回 目 足関節外根1靭帯損傷について実践できる

28回 目 足関節外側靭帯損傷について実践できる

29回 日 復習

30回 目 試験

31回 目 足関節外側靭帯損傷副子固定について実践できる

32回 目 足関節外側靭帯損傷副子固定について実践できる

33回 目 足関節外側靭帯損傷バスケットウィーブテープ固定について実践できる

34回 目 足関節外側靭帯損傷バスケットウィープテープ固定について実践できる

35回 目 足関節外側靭帯損傷フィギュアエイト・ヒールロックテープ固定について実践できる

36回 目 足関節外側靭帯損傷フィギュアエイト・ヒールロックテープ固定について実践できる

37回 目 復習

38回 目 前期の復習

39回 目 復習

40回 目 試験

41回 目 特別講義

42回 目 特別講義

43回 目 特別講義

44回目 特別講義

45回 目 特刃I講義

準備学習

時間外学習
1年生で学習した骨・筋を理解しておく。

評価方法 実技試験・平常点にて総合的に評価

受講生への
メッセージ

毎回出席するように。

【使用教科書・教材・参考書】

柔遭整復学・実技編改定第2版



2024年 度 授業概要
学 科:柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復実技 I

Advanced」udo Therapeutic Lab I

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 城村 拓也

実務経験 O

授業

形賎
実技

総時間
(単位)

90

3

開講区分

曜日・時限

通年

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

認定実技審査項目に沿つた授業を実施する。具体的には審査項目の柔道整復学を復習した後、注意点と知識の確認後、実技を実施していく。
実務経験封0年 (整形外科2年 ,4ヽ規模多機能居宅介護2年・鍼灸接骨院5年・自費リハビリ施設1年 )

【ヨI達 目標】

認定実技審査項目の理解、実施、説明が出来る。

授業計画・内容

1回 目 鎖骨定型的骨折【転位のある定型的骨折】の整復について説明・実施することができる

2回 目 鎖骨定型的骨析【転位のある定型的骨折】の整復について説明・実施することができる

3回 目 鎖骨骨折【セイヤーSayerテープ固定】について説明・実施することができる

4回 目 鎖骨骨折【セイヤーSayerテープ固定】について説明・実施することができる

5回 目 上腕骨外科頭骨折【転位のある外転型骨折】の整復について説明・実施することができる

6回 目 上腕骨外科頸骨折【転位のある外転型骨折】の整復について説明・実施することができる

7回 目 上腕骨骨幹部骨折【ミッデルドルフ三角副子固定】について説明,実施することができる

8回 目 上腕骨骨幹部骨折【ミッデルドルフ三角副子固定】について説明・実施することができる

9回 目 1回 目-8回 目について説明・実施することができる

10回 目 中間試験

11回 目 ヨーレス骨折の整復について説明・実施することができる

12回 目 コーレス骨折の整復について説明・実施することができる

13回 目 コーレス骨折の固定について説明・実施することができる

14回 目 コーレス骨折の固定について説明・実施することができる

15回 目 肘内障の基復について説明・実施することができる

16回 目 肩1建板損傷検査法について説明・実施することができる

17回 目 肩腱板損傷検査法について説明・実施することができる

18回 目 上腕二頭筋長頭腱損傷検査法について説明・実施することができる

19回 目 上腕二頭筋長頭腱損傷検査法について説明・実施することができる

20回 目



21回 目 ハムストリングス損傷検査法について説明・実施することができる

22回 目 ハムストリングス損傷検査法について説明・実施することができる

23回 目 大腿四頭筋打撲検査法について説明・実施することができる

24回 目 大腿四頭筋打接検査法について説明・実施することができる

25回 目 下腿損傷の固定に用いる固定具を作ることができる

26回 目 下腿骨骨幹部骨折の固定について説明・実施することができる

27回 目 下腿骨骨幹部骨折の固定について説明・実施することができる

28回 目 アキレス腱断裂の固定について説明・実施することができる

29回 目 アキレス腱断裂の固定について説明・実施することができる

30回 目 中間試験

31回 目 膝関節半月板(内側半月板)損悔検査法について説明・実施することができる。

32回 目 Π泰関節半月板(内側半月板)損傷検査法について説明・実施することができる。

33回 目 膝関節半月板(内側半月板)損傷検査法について説明・実施することができる。

34回 目 膝関節十字靭帯(前十字靱帯)損傷検査法について説明・実施することができる。

35回 目 膝閥節十字靭帯(前十字靭帯)損傷検査法について説明・実施することができる。

36回 目 膝関節十字靭帯(前十字靭帯)損傷検査法について説明・実施することができる。

37回 目 下腿三頭筋損傷検査法について説明・実施することができる。

38回 目 下腿三頭筋損傷検査法について説明・実施することができる。

39回 目 総復習

40回 目 期末試験

41回 目 特列I講義

42回 目 特別講義

43回 目 特別講義

44回目 特別講義

45回目 特別講義

準備学習
時間外学習

就寝前30分・起床後30分にイメージトレーニングを行つてください。人間の脳のメモリーを効率よく稼働させていく習慣を身につけることが認定実
技審査合格、国家試験合格への近道となります。日中や空いた時間に付箋やノーHこ知識を経めることも重要です。睡眠はしっかりと取つて1年を
乗り切っていきましょう。

評価方法 実技試験(中間・期末)・平常点

受講生への
メッセージ

各論の実技は理論を基に行つてください。イメージを持つて何度も練習することが非常に重要となります。分からない事があれば1年生に習つた事
を復習して3年生になつた時までに基礎をしつかりとつけておきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

柔道整復学実技編改訂第2版(2020年 4月 )/配布資料



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

臨床実習

Chnic● I Proctice

修
択
必
送

必修 年次
担当教員 内村 陽―

実務経験 ○

摂業
形態

実技
総時間
(単位 )

９０

　

２

開講区分

曜日・時限

通年

ヨース 共通 月1.2,4限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

見学型と体験型臨床実習に備えて、主訴及び現状歴・既往歴・家族歴・社会歴聴取のロールプレイ
施術録の説明 検査所見配載の実施。主要関節のROM測 定、筋力測定、徒手検査、反射検査、運動機能検査の実施
主要関節の包帯被覆lァービンクつの実施
※15回 目講義と,6回 目講義の間に外部臨床実習を44時間実施(見学型24時間・体験型20時間 )
突務経験 I田 口整骨院にて2年 9か月その後うちむら接骨院を開業4年十こ過

【割達目標】

主訴及び現状歴を把握することがてきる。既往歴・家族歴・社会歴を聴取することができる。施術録の説明・検査所見記載ができる。
主要関節のROM測定、筋力測定、徒手検査、反射検査、運動機能検査、超音波診断装置の理解と轟売解ができる
主要関節の包帯複覆(テービンクつ力くてきる

擬象針画・内容

1回 目 外部実習に臨む心得(身 l音み・挨拶・言葉遣い)、 患者の誘導・施術室清潔保持の重要性・守秘義務について説明ができる

2回 目 施術録の記載(説明)・物理療法機器の使用(説明)ができる

3回 目 施術録の記載(説明 )・物理療法機器の使用(説明)ができる

4回 目 肩関節の評価(ROM ttMT)、 検査 (徒手・反射 )、 被覆包帯は 一ピング)ができる

5回 目 肩関節の評価(ROM・ MMT)、 検査(徒手・反射 )、 被覆包帯(テービング)ができる

6回 目 肘～手関節の評価(ROM・ MMT)、 被覆包帯(テーピング)ができる

7回 目 肘～手関節の評価(ROM・ MMT)、 被覆包帯(テーピンクつ力くできる

8回 目 股関節の評価(ROM・ MMT)ができる

9回 目 股関節の評価(ROM・ MMT)ができる

iO回 目 際関節の評価(ROM・ MMT)、 検査、枚覆包帯(テーピンクう力`できる

11回 目 膝閥節の評価(ROM・ MMT)、 検査、被覆包帯(テーピング)ができる

12回 目 膝関節の評価(ROM・ MMT)、 検査、被覆包帯(テーピング)ができる

13回 目 足関節の評価(ROM・ MMT)、 検査、被程包帯(テーピング)ができる

14回 目 足関節の評価(ROM・ MMT)、 検査、被程包帯(テーピング)ができる

15回 目 足関節の評価(ROM・ MMT)、 検査、枚覆包帯(テーピンクうができる

16回 目 タト部実習を経て、経験した事を纏めてグループ内で症例(実習)報告することができる

'7回
目 外部実習を経て、経験した事を経めてグループ内で症例(実習)報告することができる

18回 目 外部実習を経て、経験した事を攘めてグループ内で症例(実習)報告することができる

19回 目 外部実習を経て、経験した事を整めてグループ内で症例(実習)報告することができる

20回 目 学期末試験

21回 目 超音波診断装置の理解と読解が出来る(肩部)

22回 目 超音波診断:装置の理解と読解が出来る(肘部)

23回 目 超音波診断装置の理解と読解が出来る(膝部 )

24回 目 超音波診断躾置の理解と読解が出来る(足部)

25回 目 前半組実技試験・後半組筆記試験

26回 目 前半組筆記試験・後半組実技試験

準備学習
寺問外学習

臨床実習は卒後に柔道驚復師を業とするには重要な事を総括した学習となります。患者との向き合い方から施術技術まで多岐に渡るため基本的
な解剖生理学、一般臨床医学、柔道整復学を自宅学習でインブットして学内でアウトプットの練習、学外実習で経験したことを持ち,需り、自身の知
蹴と技術の軌道修正を行つてください。

評価方法 臨床実習ガイドラインに則る

受講生への
メッセージ

卒後働く上で最も重要な事は『患者(クライエント)のエーズに応えること』になります。柔道整復師の業は多岐に渡る為、まずは基礎学習の習慣を
つけて傾聴、アドバイスが出来るような、患者に寄り添う美道整復師であってください。

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学・運動学・柔道整復理論・配布資料



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

手技療法Ⅱ

Manual Therapy I

必修

選択
選択 年次 2

担当教員 久保 智之

実務経験 O

授業

形態
演習

総時間
(単位 )

80

4

開請区分

1屋日・時限

前期、後期

コース 柔整スポーッ 金曜、3時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

運動療法を科学的に理解するとともに、効果的な運動療法を実践する上で必要となる基礎知識を身に付ける。評価を通じて抽出された問題点に
対する運動療法の適応と方法を理解する。
実務経験 :リハビリテーション医療の現場で20年以上理学療法士として勤務。2004年 ～現在まで福岡工業大学ラグビー部メディカルトレーナとして活動。主業務
は選手のコンディショニング、アスレティックリハビリテーション、試合帯同。

【〕∫達目標】

運動療法の基礎的知識と基本的技術を習得する。
スポーツ傷害を含めた運動機能障害の評価と、適切な運動療法ができるようになる。

授業計画・内容

1回 目 オリエンテーション、コンディショニングについて理解する (コンディションの構成要素、コンディショニングの方法)

2回 目 運動療法について理解する (運動猿法の目的、効果、種類、禁忌)

3回 目 アナトミカルアダプテーションについて理解する1 (テスト、モビリティドリル)

4回 目 アナトミカルアダプテーションについて理角率する2 (ト レーニング)

5回 目 バランス障害に対する運動療法について理解する

6回 目 姿勢障害に対する運動療法 について理解する

7回 目 体幹トレーニングについて理解する1

8回 目 体幹トレーニングについて理解する2

9回 目 運動療法について理解する1(ROM訓練、ストレッチ、防膜リリース)

10回 目 運動療法について理解する2(ファンクショナルトレーニング)

11回 目 運動療法について理解する3(筋力訓練、PNF)

12回 日 頚椎の運動機能障害に対する運動療法について理解する

13回 目 胸椎の運動機能障害に対する運動療法について理解する

14回 目 腰椎の運動機能障害に対する運動療法について理解する

15回 目 肩関節の運動機能障害に対する運動療法について理解する

16回 目 肩関節複合体の運動機能障害に対する運動療法について理解する

17回 目 肘関師の運動機能障害に対する運動療法について理解する

18回 目 手関節、手指の運動機能障害に対する運動療法について理解する

19回 目 総復習

20回 目 末試験



21回 目 股関節の運動機能障害に対する運動療法について理解する

22回目 股関節周辺の運動機能障害に対する運動療法について理解する

23回 目 膝関節の運動機能障害に対する運動療法について理解する

24回 目 膝関節周辺の運動機能障害に対する運動療法について理解する

25回 目 足関節の運動機能障害に対する運動療法について理解する

26回 目 足関節周辺の運動機能障害に対する運動療法について理解する

27回目 足部の運動機能障害に対する運動療法について理解する

28回 目 スポーツ傷害予防トレーニングについて理解する

29回 目 膝関節スポーツ外傷の運動猿法について理解する

30回 目 膝関節スポーツ障害の運動療法について理解する

31回目 肉離れの運動療法について理解する

32回 目 頭頚部のスポーツ傷害に対する運動療法について理解する

33回 目 体幹のスポーツ傷書に対する運動療法について理解する1

34回 目 体幹のスポーツ傷害に対する運動療法について理解する2

35回 目 上肢のスポーツ傷害に対する運動療法について理解する1

36回目 上肢のスポーツ傷害に対する運動療法について理解する2

37回目 下破のスポーツ傷害に対する運動療法について理解する1

38回 目 下Π支のスポーツ傷害に対する運動療法について理解する2

30回 目 総復習

40回 目 定期試験、解説

準備学習

時間外学習

Э骨格筋の名称、起始・停止、機能の復習が必要。
②骨の位置、名称、関節の構造・機能の復習が必要。
Эスポーツ傷害の原因、発生メカニズム、対処法について予習が必要。

評価方法 定期テスト(10096)筆 記

受講生への
メッセージ

スポーツ分野におけるトレーナーの役割は主に4つてす。傷害予防、競技パフォーマンスの向上、スポーッ現場での傷害への対応、競技復帰に向
けてのリハビリテーションです。結果が最も重視され、選手からの要求もシビアです。選手から信頼されるトレーナーになるためには、常に学び続
け、選手のニーズに合わせたサポートを提供する準備を怠らないことが大切です。

【使用教科書・教材・参考書】

講義資*キを配布



2024年度 授業概要
学 科:柔道整復科

科目名

(英 )

NSCA試験対策

NSCA― CPT Test preparaton

必修

選択
選択 年次 2

担当教員 山田大介

実務経験 O

授業
形態

演習
総時間
(単位)

80

4

開講区分

曜日・時限

1学期

ヨース 柔整スポーッ 水曜日,2限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

パーソナルトレーナーに必要な基礎知識 (エクササイズサイエンス、エクササイズテクニック、特別な人への運動処方、リスクマネジメントなど)を理解、習得し、
柔道整復分野とスポーツ分野の両面からアプローチできる人材を目指す。
実務経験:2005年よリフリーランスにてプロ野球選手をはじめ、高校、大学のS&Cコーチ、多種アスリート選手のパーソナルトレーナーとして現在も活動中であ
る。

【到達目標】

ЧSCA― CPT試験に合格するための学力を身につけ、NSCA一 CPTの資格を取得する。

授業針画・内容

1回 目 (座学)オリエンテーション/協会・資格について理解する

2回 目 (座学)模擬問題を解き、試験の概要を理解する

(座学)NSCAの 用語について理解する

4回 目 (座学)第 12章 柔軟性、自重、スタビリティボール・エクササイズについて理解する

5回 目 (座学)第 13章 レジスタンストレーエングのエクササイズテクニックについて理解する

6回 目 (座学)第13章 レジスタンストレーニングのエクササイズテクエックについて理解する

7回 目 (座学)第14章 心臓血管系活動のテクニックについて理解する

8回 目 (座学)第 12-14章 の確認テストを解き、復習をする

9回 目 (座学)第 15章 レジスタンストレーエングのプログラムデザインについて理解する

10回 目 (座学)第 15章 レジスタンストレーニングのプログラムデザインについて理解する

11回 目 (座学)第 15章 レジスタンストレーニングのプログラムデザインについて理解する

12回 目 (座学)第 16章 有酸素性持久カトレーエングのプログラムデザインについて理解する

13回 目 (座学)第 17章 プライオメトリックトレーエングとスピードトレーエングについて理解する

14回 目 (座学)第 15-17章 の確認テストを解き、復習をする

15回 目 (座学)第 9章 クライアントの面談と健康評価について理解する

16回 目 (座学)第 10章 体力評価の選択と管理について理解する

17回 目 (座学)第11章 体カテスト法と評価基準について理解する

18回 目 (座学)第 9-11章の確認テストを解き、復習をする

19回 目 (座学)前期の復習

20回 目



21回目 (座学)第 1章 筋系、神経系、骨格系の構造と機能について理解する

22回目 (座学)第2章 ,さ肺系とガス交換について理解する

23回目 (座学)第3章 生体エネルギー機構について理解する

24回 目 (座学)第4章 ′ヽイオメカニクスについて理解する

25回 目 (座学)第5章 レジスタンストレーニングヘの適応について理解する

26回 目 (座学)第6章 有酸素性持久カトレーエングヘの生理学的な応答と適応について理解する

27回 目 (座学)第7章 ′く―ツナルトレーエングにおける栄養について理解する

28回目 (座学)第8章 ′く―ツナルトレーナーのための運動心理単について理解する

29回目 (座学)第 1-8章の確認テストを解き、復習をする

30回 目 (座学)第 18章 妊婦、高齢者、青年期直前のクライアンHこついて理解する

31回 目 (座学)第 19章 栄養と代調に問題を抱えるクライアントについて理解する

32回 目 (座学)第20章 心臓血管系疾患および呼吸器系疾患を有するクライアント1こついて理解する

33回 目 (座学)第21章 整形外科的疾感や傷害を有するクライアントとリハビリテーションについて理解する

34回 目 (座学)第22章 脊髄損傷、多発性硬化症、てんかん、脳性麻痺患者についてについて理解する

35回目 (座学)第23章 アスリートを対象にしたレジスタンストレーニングについて理解する

36回目 (座学)第18-23章の確認テストを解き、復習をする

37回 目 (座学)第 24・ 25章 施設と機器の配置およびメンテナンス/法的問題について理解する

38回 目 年間の復習と本試験の対策

39回 目 年間の復習と本試験の対策

40回目 前期試験□

準備学習

時間外学習
テキストの熱説/トレーエングの実施/解剖学、生理学の復習

科書・教材
参考書】 マークシート方式による試験 (50間 )

受講生への
メッセージ

試験日に向けてテキストを熱読し、継続した勉強を行なってください。また、勉強した内容を実践的に理解するために実技 (トレーニング)も行いま
しょう。

【使用教科書・教材,参考書】

NSCAパーソナルトレーナーのための基礎知識/解剖学、運動生理学テキスト



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

解剖・生理学

Anatomy and Konesiology

必修

選択
必修 年次 3

担当教員 辻康夫

実務経験 O

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

60

3

開講区分

曜日・時限

前期・後期前半

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

解剖学では正常な身体の構造や機能についてを学ぶ学問であり、生理学では生体の正常な働きや生命現象の基本を学ぶ学問である。この2つの学問から人
体の構造と機能を関連付ける知識を身につける。
実務経験:九州大学病院7年治療に携わる。九州1大学病院7年、てりは嬌正歯科8年歯科臨床に携わる。

【到達目標】

人体の生命現象と正常機能およびその体系の理解特に等の生命維持に不可欠な機能と構造についての概念を習得し、本授業終了時には各々の解剖学およ
び生理学的事項について説明ができるようになる。

授業計画・内容

1回 目 内分泌系総論について理解する

2回 目 内分泌系各論 視床下部、下垂体について理解する

3回 目 内分泌系各論 甲状腺のホルモンについて理解する

4回 目 内分泌系各論 副腎皮質、副腎髄質について理解する

5回 目 内分泌系各論 膵臓 精巣 り円巣について理解する

6回 目 生殖器系の生理学 総論について理解する

7回 目 男女生殖器系の構成と生理学について理解する

8回 目 骨の生理学 構造、形成と成長・再吸収と再形成について理解する

9回 目 ビタミンD パラソルモン カルシトニンについて理解する

10回 目 感覚の一般的な特性 分類 受容器について理解する

特殊感覚 視覚について理解する

12回 目 特殊感覚 聴覚 平衡感覚について理解する

13回 目 特殊感覚 味覚 嗅覚について理解する

14回 目 体性感覚 皮膚感覚 深部感覚について理解する

15回 目 内臓感覚 痛覚と痛覚伝導路について理解する

16回 目 血液の生理学 脈管系の総論復習について理解する

17回 目 心臓の生理学 動脈系の復習について理解する

18回 目 静脈、リンパ管系、胎児循環の復習について理解する

19日 目 呼吸の生理学 呼吸器系の解剖学復習について理解する

20回 目 前期定期試験、解答解説について理解する



21回 目 消化器系の生理学、消化器系の構造復習について理解する①

22回 目 消化器系の生理学、消化器系の構造復習について理解する②

23回 目 吸収、栄養と代謝の復習について理解する

24回 目 体温の生理学の復習について理解する

25回 目 泌尿器系の生理学、構造の復習 腎臓について理解する

26回 目 内分泌器系の生理学 復習について理解する

27回 目 内分泌器系の生理学 復習について理解する

28回 目 生殖器系の生理学 解剖学的事項の復習について理解する

29回 目 骨の生理学について理解する

30回 目 前期定期試験、解答解説

準備学習
時間外学習

講 義 ヤ冠 申E囲の教 科吾 不 又を烈 口兎し理角4できない部 分をまとめておくこと

評価方法

足副 訊 嵌 1000/o

受講生への
メッセージ

正常な人体の構造、機能、機序を学ぷ解剖学、生理学は柔道整復師として必須項目である。臨床の場面で不可欠の知識となるため、十分な理解
が望まれる。当該範囲は複雑多岐にわたるが、着実に学習していって欲しい。毎回の講義が膨大のものとなるため予習、復習は必須条件である。
また、体調管理には十分留意し、くれぐれも欠席をしない様にして下さい

【使用教科書・教材・参考書】

「解剖学」改訂第2版 「生理学」第3版 全国柔道整復学校協会監修 南江堂



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

関係法規

Regulation

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 木寺 修作

実務経験 〇

授業
形態

講義
総時間
(単位) 2

40 開講区分

曜日・時限

前期

コース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道整復師の法規について学習し、資格の位置づけ、資格の特徴、医療の中での柔道整復師などのようなものであるかを学習し説明ができるようになる。国家試
験の必修項目である分野(柔整師法、各医療法規、医療法)の振出するところは繰り返し学習する。また難しいイメージがある法律を組解き苦手意識を持たないよ
う砕いた言葉で説明を行い、具体例を挙Iザながら説明していく。
実務経験:整骨院・にて7年勤務

【到達目標】

資格、医療について理解して、各項目(免許、守秘義務、業務範囲、広合、医師法、薬事法、各種保催法)について説明できるよ〕こなる。

授業計画・内容

1回 目 国家試験・法の体系について理解する

2回 目 患者の権利について理解する

3回 目 医療週誤とリスクマネジメンHこついて理解する

4回 目 柔道整復師に関する法規・柔道整復師法の目的について理解する

5回 目 免許についてについて理解する

6回 目 柔道整復師国家試験について理解する

7回 目 業務について理解する

8回 目 施術所・雑則について理解する

9回 目 罰則・指定登録機関及び指定試験機関について理解する

10回 目 柔道整復師法施行令・規則について理解する

11回 目 医療従事者の資格法・医療法について理解する

12回 目 医療従事者の資格法・医療法について理解する

13回 目 社会福祉関係法規について理解する①

14回 目 社会福祉関係法規について理解する②

15回 目 その他の関係法規について理解する

16回 目 社会保障制度について理解する

17回 目 国家試験過去問演習

18回 目 前期総復習①

19回 目 前期総復習②

20回 目 前期定期試験・解答解説

準備学習
時間外学習

ヒ(l'字習く II霰首
.力
入` 學 で阪,る為 、日宅

~子
習の実施を丁ることが大切 である。

評価方法

足期試験 100%

受講生への
メッセージ

教科吾が骨回すすんでいきますので欠席をしないようにしてください。

【使用教科書・教材・参考暮】

全国学校協会 関係法規



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

臨床柔道整復学Ⅱ

CWnical」 udO Therapy I

必修

選択
必修 年次 3

担当教員 城村 拓也

実務経験 O

授業

形 態
講義

総時間
(単位)

60

3

開講区分

曜日・時限

前期・後期前半

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道整復学の理解を深め国家試験合格水準を目標とする
国家試験における出題が最も多い分野であり、かつ臨床現場において理解していなければならない科日である。
実務経験:10年(整形外科2年・小規模多機能居宅介護2年・鍼灸接骨院5年・自費リハビリ施設1年 )

【到連目標】

国家試験合格に加えて臨床の場での適宜、患者様に対応できる知識を身につける。

授業計画・内容

1回 目 l尭骨遠位端部骨折について理解する①

2回 目 犠骨遠位端部骨折について理解する②

3回 目 鎖骨骨折、肩鎖関節脱口について理解する

4回 目 肩関節脱臼、上腕骨近位端部骨折について理解する①

5回 目 上腕骨近位端部骨折について理解する②

肘関節脱日、上腕骨遠位端部骨折について理解する①

7回 目 上腕骨遠位端部骨折について理解する②

8回 目 肩甲骨骨折、上腕骨骨幹部骨折について理解する

9国 目 前腕骨近位端部骨折について理解する

10回 目 前腕骨骨幹部骨折、手根骨骨折について理解する①

11回 目 手根骨骨折②、手根骨脱臼について理解する

12回 目 中手骨骨折について理解する

13回 目 指骨骨折について理解する

14回 目 鎖骨脱日、肩関節周囲の軟損①について理解する

15回 目 鎖骨脱白、肩関節周囲の軟損②について理解する

16回 目 鎖骨脱臼、肩関節周囲の軟損③について理解する

17回 目 肘関営1周囲の軟部組織損傷について理解する

18回 目 本講義の前期範囲について説明できる①

19回 目 本講義の前期範囲について説明できる②

前期定期試験・解答解説20回 目



21回 目 絞IFB性神経障害について理解する①

22回 目 絞キ戸B性神経障害について理解する②

23回 目 手・指の軟部組織障害について理解する①

24回 目 手・指の軟部組織障害について理解する②

25回 目 手・指の軟部組織障害③について理解する

26回 目 スポーツ障害について理解する

27回 目 疲労性骨折、骨端症について理解する

28回 目 本講義の後期範囲について説明できる①

29回 目 本講義の後期範囲について説明できる②

30回 目 後期前半定期試験・解答解説

準備学習
時間外学習

近年、国累試醸における子天部組織損撮 (スボーツ損傷・スボーツ1軍詈)の出題傾向が多岐にわたり出題されている。よって運動器の内容の理解度
は高めておくべきである。

評価方法

足期副嵌100%

受講生への
メッセージ

国家試験受験の大切な1年となります。基礎解割学と柔道整復学理論は全般的に復習をしておかないと後半で成績が伸び悩むと思うので、前期
のうちに頑張つて頭に定着させましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 (理論編・実技編)、 プリント



2024年 度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

臨床柔道整復学瓢

Chnical」 udO TherEpy皿

必修
選択

必修 年 次
担当教員 水元 宏哉

実務経験 O

業

態

授

形 甜義
総時間

(単位 )

∞
　
３

開講区分

曜日・時限

前期・後期前半

コース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

二れまで服修した柔適範復理論の総復習
美務経験:縫形外科で2年 後骨院で。年勤務

【至l遠目標】

国家試験問題の傾向と対策を知る
臨床的忍考を構築する

捜業計画・内容

1回 目 総論問題演習および解答解説について理解する①

?回 日 総論問題演習および解答解説について理解する②

0回 目 総論実カテスト

4回 目 総論実カテストの解説について理解する

5回 目 総諭問題演習および解答解説について理解する③

6回 目 総論問題演習および解答解説について理解する④

'日
目 下肢実カテスト

B回 目 下肢実カテストの解説について理解する

9回 目 骨盤骨骨折～大腿部の脱日・骨折の問題演習および解答解説について理解する①

,0回 日 骨盤骨骨折～大腿部の脱日・骨折の問題演習および解答解説について理解する②

11回 目 大腿部～下肢の脱日・骨折の問題演習および解説について理解する①

12回 目 大L盈部～下肢の脱日・骨析の問題演習および解説について理解する②

13回 目 大腿部～下破の脱臼・骨折の問題演習および解説について理解する③

14回 目 下腿～足部の脱臼・骨析の問題演習および解説について理解する①

15回 目 下腿～足部の脱日・骨折の問題演習および解説について理解する②

10回 目 下腿～足部の脱臼・骨折の問題演習および解説について理解する

17回 目 骨盤骨骨折～大腿部の軟部組織損傷の問題演習および解説について理解する

18回 目 前期総複習について理解する①

19回 目 前期総復習について理解する②

20回 目 前期定期試験・解答解説について理解する

21回 目 大腿部～下腿の軟部組織損傷の問題演習および解説について理解する①

22回 目 大艦部～下腿の軟部組織損傷の問題演習および解説について理解する②

23回 目 下腿～足部の軟部組織損傷の問題演習および解説について理解する①

24回 目 下腿～足部の軟部組織損傷の問題演習および解説について理解する②

25回 目 下腿～足部の欺部組織損傷の問題演習および解説について理解する③

26回 目 体幹部の換悔の問題演習および解説について理解する①

2'日 目 体幹部の損傷の間題渡習および解説について理解する②

28回 目 本講義範囲について説明てきる①

20回 目 本講義範囲について説明できる②

30回 目 後期前半定期試験・解答解説

準備学晋
常間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・→考書】

教科書 (理論編・実技編 )、 プリント



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

臨床柔道整復学Ⅳ

C‖耐o剖 judo Therapッ V

必修
選択

必修 年次
担当教員 細井 昭宏

実務経験 O

業

態

捜

形 講義
総時間
(単位)

６０

　

０

開講区分

曜日・時限

前期・後期前半

コース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体崎に言己載する)

国家試験対策として柔整学の臨床科目を中心に学習。
実務経験 :整骨院にて20年勧務

【到連目標】

年々競易度が上昇傾向にある臨床科目を他の科目とリンクてきるようになる
他学科の出題傾向にも注視し、基礎医学の復習を行い、国家試験レベルでの説明がてきるよう1こなる。

捜業計画・内容

1回 目 本講義の概要について理解する

2回日 診察各論 (問診)について理解する

3回 目 診寮各論 (視診)について理解する

4回 日 診察各論 (聴診)について理解する

5回 目 診察各論 (打診)について理解する

6回 目 柔理各諭について理解する①(顔面～体幹、呼吸器系含む)

7回 日 柔理各綸について理解する②(顔面～体幹、呼吸器系含む)

8回 目 柔理各論について理解する③ (顔面～体幹、呼吸器系含む)

0回 目 柔理各論について理解する④(顔面～体幹、呼吸器系含む)

10回 目 柔理各論について理解する⑤ (顔面～体幹、呼吸器系含む)

11回 目 柔理各論について理解する⑥ (顔面～体幹、呼吸器系含む)

12回 目 柔理各論について理解する①(各組織損傷、代謝系含む)

13回 日 柔理各論について理解する② (各組織損傷、内分泌系含む)

14回 目 柔理各論について理解する③(各組織換傷、血液系含む)

15回 目 柔理各論について理解する④(各組織,員傷、神経系含む)

16回 目 柔理各諭について理解する⑤(各組織損傷、感染症系含む)

,7回 日 柔理各論について理解する⑥ (各組織損傷、膠原病含む)

18回 目 柔理各論について理解する⑦ (各組織損鶴、腎系含む)

10回 目 本講義育釘期範囲を説明てきる

20回 日 前期定期岳式験・解答解説

21回 目 柔理各諭について理解する③ (上肢下肢、損傷炎症含む)

22回 目 柔理各論について理解する③(上肢下肢、炎症腫瘍含む)

29回 目 柔理各論について理解する⑩(上肢下肢、ショック輸血輸液含

24回 目 柔理各論について理解する①(上肢下肢、消毒手術麻酔含む)

25回 日 柔理各論について理解する⑫(上肢下肢、免疲含む)

26回 目 柔理各諭について理解する⑩ (上肢下肢、出血止血心肺蘇生含む)

,7回 目 柔理各論について理解する⑬ (脊椎、脳外科甲状腺含む)

之8回 目 柔理各論について理解する⑮ (胸壁、呼吸器心臓脈管含む)

29回 目 柔理各論について理解する⑩ (胸壁、腹部疾患含む)

30回 目 後期前半定期試験・解答解説

準備学習
時間外学習

国琢讀感過云画瀬の解 W、 工埋、柔埋にJ`稼 。

授業と並行して夏休みまでには基礎医学の復習を舘わらせましょう。

評価方法

足刃l蔀験 i Ollヽ

受講生への
メッセージ

基礎医学をしっかり学び応用できれば解決できることが多いてす。
ますは焦らず―結に勉強計画を立てていきましょう。

【使用教科書・教材・今考書】

教科書 (理論編・実技編 )、 プリント



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

臨床柔道整復学V

CHnicaljudo Therapy V

必修

選択
必修 年次 3

担当教員 齊藤 智仁

実務経験 O

授業

形態
講義

総時間
(単位)

20

1

開講区分

曜日・時限

後期前半

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道整復師として必要な社会保険制度や職業倫理について理解できる。
実務経験:整骨院・整形外科併設整骨院にて6年勤務

【到達目標】

国家試験合格に向けて総復習をし理解する。

授業計画 '内容

1回 目 運動器損傷の診察(医療面接・全身の観察・触診・各徒手検査等)1こついて理解する

2回 目 疾病の一般(分類・経過・予後・転帰)について理解する

3回 目 細胞障害(退行性病変・進行性病変・代謝障害)について理解する

4回 目 炎症 (一般・分類)について理解する

5回 目 感染症について理解する①

6回 目 感染症について理解する②

7回 目 消毒 (消毒法一般・種類・方法)について理解する

8回 目 患者の権利・医療過誤トリスクマネジメント・関係法規について理解する

9回 目 本講義の範囲について理解する

10回 目 定期試験・1軍答解説

準備学習
時間外学習

段 柔 側ll tt l‐ 1夏哲 をしKくたごい 。

評価方法

Лヨ

'』

戸氏珈真10011

受講生への
メッセージ

丁でに史話した草B囲たと思わす、知識が疋看しているのかしつかりと確認しながら受話し、再確認して下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

柔道整復理論・柔道整復実技・病理学・衛生学・関係法規・資料プリント



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復術適応の臨床的判定
必修
選択

必修 年次 3
担当教員 齊藤 智仁

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間

(単位 )

40

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道整復師の法制度的業務範囲の整理として柔道整復師法と受領委任取扱規定(健康保険施術)の係る法制度的な適応を理解し、医療における柔道整復師の
位置づけを学び、臨床へ活かす。
実務経験:整骨院・整形外科併設整骨院にて6年建力務

【到違目標】

医学的適応を理解し、柔道整復施術所での施術が妥当な外傷であるか否かの判断を身に着け、内科的疾患等を銭別し、患者利益を損なうことのない知識を習得
する。

授業計画・内容

1回 目 柔道整復施術所の非適応疾患について説明できる①

2回 目 柔道整復施術所の非適応疾患について説明できる②

3回 目 柔道整復施術所の非適応疾患について説明できる③

4回 目 運動器傷害と鑑別すべき内科的疾患について説明できる①

5回 目 運動器傷害と鑑別すべき内科的疾患について説明できる②

6回 目 悪性腫瘍等に由来する疾患別特徴について説明できる①

7回 目 悪性腫瘍等に由来する疾患別特徴について説明できる②

8回 目 不可逆性変化(急性馬尾神経症候群等)の理解について説明できる①

9回 目 不可逆性変化(急性馬尾神経症候群等)の理解について説明できる②

10回 目 超音波画像観察装置について説明できる

11回 目 超音波画像観察装置について説明できる

12回 目 超音波画像観察装置の法的位置づけについて説明できる

13回 目 超音波画像観察装置の読影方法について説明できる①

14回 目 超音波画像観察装置の読影方法について説明できる②

15回 目 単純X線について説明できる

16回 目 XttC¬こついて説明できる

17回 目 MRIについて説明できる

18回 目 シンチグラフィーについて説明できる

19回 目 本講義の範囲を説明できる

20回 目 前期定期試験・解答解説

準備学習
時間外学習

解 剖早 と一月投幅床医字 の優習が惑要

評価方法

足剛証駁 100%

受講生への
抹ッセージ

鍾別診断 Iま柔逼蟹優日中にとつて、とても重要な矢日識とスキルになります。祭後、即戦力となれるようしつかりと受講して下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

施術の適応と医用画像の理解 (教科書)



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

柔遭整復実技Ⅲ

Adovanceed」 udo Thher`】 peudo Lab Ⅲ

修
択
必
選 必修 年次

担当教員 城村 拓也

実務経験 O

授表

形 態
実技

総時間
(単位)

ｍ
　
２

開詰区分

曜日・時限

前期・後期前半

コース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

翻診・視診・競診の能力 盤別診断および整法復・固定法・検査法
実務経験¬O年 (整 κ́ン外科2年・小規模多機能居宅介護2年・鍼灸接骨院5年・自貴リハビリ施設1年 )

【到連目標】

R傷に対する正確かつ迅速な診断および処置能力を,1得し実践できる
臨床現場における実践力・対応力を修得し実践できる
多種多様な損傷に対する診断や治療法を修得し実議できる

授業計画・内容

1回 目 動画における骨折・脱日の整復法について実験できる

2回 目 肩関節前方脱日、肩鎖関節上方脱日、コーレス骨折について実践てきる

3回 目 鎖骨骨折、上腕骨外科顕骨折、肘関節後方脱日について実践てきる

4回 日 肩関節前方脱日、肩鎮関節上方脱日、コーレス骨折について実践できる

5回 目 鎖骨骨折、上腕骨骨幹部骨折、肘関節後方脱臼について実践できる

6回 日 膝閥節MCL損傷、足関節外側靭帯損傷について実践てきる①

7回 目 膝関節MOL損傷、足閥節外側靭帯損傷について実践できる②

8回 目 下腿骨骨幹部骨折、アキレス腱断裂について実践できるO

9回 目 下艦骨骨幹部骨折、アキレス腱断裂について実践てきる②

10回 目 肘肉障、腱板損傷、上腕二頭筋長腱 1員傷について実践てきる

11回 目 ハムストリングス損傷、大腿四頭 筋損イ常について実践てきる

1,回 目 肘閥節軟部組織損傷、下腿三頭筋損傷、足関節外側靭帯損傷について実践てきる

ia回 日 蹟骨骨折、肩鎖関節上方脱日、肩関節前方脱日について実践できる

14回 目 上腕骨骨幹部骨折、肘関節後方脱日、ヨーレス骨折について実践てきる

16回 目 肋骨骨折、下腿骨骨幹部骨折、アキレス腱断裂について実践てきる

16回 目 第5指 中手骨顕部骨折、第2指 PIP閥 節背側脱臼について実践てきる

17回 日 本語義前期範囲の内容を理解し実践できる①

18回 目 本講義前期範囲の内容を理解し実践できる②

19回 目 本講義前期範囲の内容を理解し実践できる③

20回 目 前期実技試験

21回 目 足関節外側学刃帯損傷について実践せ る

22回 目 鎖骨骨折、肩鎖関節上方脱日、肩関飾前方脱日について実践できる

,3回 目 肘関節後方脱日、肘内障、コーレス骨折について実践できる

24回 目 腱板損傷、上腕二頭筋長頭腱損傷、ハムスト、リング損傷、大腿四頭筋打撲、下腿三頭筋損傷について実践てきる

25回 目 膝関節損傷 (MCL・ LCL、 ACL'PCL、 MMIM)、 足関節外側靭帯損傷について実践できる

26回 目 鑑別診断、合併症、後退症の判断について実践てきる

27回 目 本講義後期範囲の内容を理解し実践てきる①

28回 目 本語義後期範囲の内容を理解し実践できる②

20回 目 本語義後期範囲の内容を理解し実践てきる③

30回 目 後期前半実技試験

準備学習
時間外学習

a観博におげ●
"王
薇lr,、 圧琢 (P,「うと、「守凛,、 路,il帝 を埋解し、イメーンした上で受雲、Bミ食、画足等ア)｀‖釆るように竿踊すること。

善平価方法

受講生への
メッセージ

1・ 2年
`E‖

子に配布された資料を見IHしておくこと。段栗は自分のうヨ点編強や改晉点を字ぷ増として多力!してください。
'手

間を有効に使い、自主練習も
積極的に行つて認実枝審査合格を目指しましょう。

【使用教科書・散材・参考書】

柔道整復理論突技編・認定実技審査・その他



2024年度 授業概要
学 科 :柔遭整復科

科目名
(英 )

柔道警復実技V

Adovanceed」 udo Thherapeutc Lb Ⅳ

修
択
必
選 必修 年次

担当教員 水元 宏哉

実務経験 O

授業
形態

実枚
総時間
(単位)

ω
　
２

閉講区分

曜日・時限

前期・後期前半

コース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような摂業を実施するのか、具体的に記賊する)

缶部位に最適なの固定法を理解し、正確且つスピーディーに被服・固定が実践できるよう線り返し練習する。
実務経験 :豊形外科て2年 整骨院て0年勤務

【劉速目様】
,多種多様な損傷に対する固定法の習得する
・髄床での実践力・対応力を習得する
・損編に対する正確てスピーディーな固定能力を高め実践できる

捜業計画・内容

1回 目 授業の勧め方等・基本包帯法の復習を説明できるようになる

2回 目 足関節外側学】帯損傷を説明し固定できるようになる

0回 目 下肢に対するテーピング (膝・足聞節)を説明し固定できるようになる

4回 目 手第5孝旨中手骨頸部骨折を説明し固定できるよ引こなる

5回 目 手第2指PIP関 節背倒脱臼を説明し固定
‐
て'きるようI三なる

6回 目 肩鎖関節上方脱臼を説明し固定できるようになる

7回 目 鎖骨骨折を説明し固定できるよう1こなる

8回 目 肩関節前方脱臼を説明し固定できるようになる

0回 目 上腕骨骨幹部骨折を説明し固定てきるよう1こなる

10回 目 肋骨骨折を説明し固定できるようになる

1ヽ回 日 下腿骨骨幹部骨折を説明し固定できるよ引こなる

12回 目 アキレス腱断裂を説明し固定てきるようになる

13回 目 ヨーレス骨折を説明し固定てきるよう1こなる

‖回目 肘関節後方脱日を説明し固定できるようになる

15回 目 突技試験の説明、実抜練習

16回 目 前期範囲を実践することができる 総復習①

,7回 目 前期範囲を実践することができる 総復習②

18回 目 前期範囲を実践することができる 総復習③

10回 目 前期範囲を実践することができる 総復習④

20回 目 前期実牧試験

″1回 目 上肢への固定法を実践することでできる 復習①

22回 目 上肢への固定法を実践することでできる 復習②

23回 目 下肢・体幹への固定法を実践することでてきる 復習①

24回 目 下肢・体幹への固定法を実践することでできる 復習②

25回 目 認定実技審査について説明することことがてきる 総復習

26回 日 認定実技審査について説明することことができる振り返り

27回 目 本講義ての内容を実践てきる 総復習①

28回 目 本講義での内容を実践てきる 総復習②

29回 目 本講義での内容を実践てきる 総復習⑤

30回 目 後期前半実技試験

準備学習
寺問外学者

回だ fサ

'口

H【JややE四 、Lk耳 寺を理 解し、ン IE予榛 アt卜の預置 に ,電した回 だを選 コくてきるよう埋瀬をほ営 し、回 疋 法をl,領報 習する手 。

評価方法

賢議生への
メッセージ

I資極的に行つて認実枝審査合格を目指しましょう。

【使用教科書・教材,今考書】

柔道整復学・理論絹、柔遺整複学・英技編、硬性材料、軟性材料



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

柔道整復実技 Ⅵ

Adovanceed」 udo Thherapeutic Lab Ⅵ

必修

選択
必修 年次 3

担当教員 内村 陽―

実務経験 O

授業
形態

実枝
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

外部臨床実習に出る際に必要な実践的知識や技術の復習を実施し、臨床実習前試験を行う。
実務経験:田 口整骨院にて2年9か月その後うちむら接骨院を開業4年経過

【到違目標】

柔道整復師として必要な保険の仕組みや施術の流れを実践できる。
臨床現場において対応できる能力を身につけ、ロタス当症状に対して適切な処置法を行う事ができるようになる。

授業計画・内容

1回 目 医療面接(オープン・クローズドクエッション、基本的傾聴、共感的態度)を説明し実践できるようになる

2回 目 医療面接(位置感・距離感、メラビアンの法則)を説明し実践できるようになる

3回 目 業務上の危機管理 (リスクマネジメント、ヒヤリハット、医療事故と医療過誤)を説明できるようになる

4回 目 業務上の危機管理 (施術録、個人情報、インフォームドコンセント)を説明できるよう1こなる

5回 目 ランドマーク・身体計測についてを説明し実践できるようになる

6回 目 関節可動域(ROM)測定についてを説明し実践できるようになる

7回 目 社会保障各種保険についてを説明できるようになる

8回 目 包帯固定学①を説明し実践できるようになる

9回 目 包帯固定学②を説明し実践できるよう1こなる

10回 目 テーピングを説明し実践できるようになる

11回 目 ストレッチを説明し実践できるようになる

12回 目 外傷について①を説明し実践できるようになる

13回 目 外傷について②を説明し実践できるようになる

14回 目 外傷について③を説明し実践できるよう1こなる

15回 目 実技言式験

準備学習
時間外学習

解剖
~子
、柔週 蟹復 理論 、柔 逼 蟹優 冥板 、包軒 回 足字 の予 習侵 習

評価方法

足 期 冨武瑛 10眺

受講生への
メッセージ

臨床冥習に必要な学習をします。欠席をしないようにして下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学、柔道整復理論第6版、柔道整復実技第2版、包帯固定学



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

プログラムデザイン

Program Design

必修

選択
選択 年次 3

担当教員 谷口貴隆

実務経験 ○

授 業

形態
演習

総時間

(単位 )

40

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 柔整スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

Cトレーエングの原理やエクササイズの適切な配列を理解する
Cトレーエングの負荷を決定できるようになる
電:イ負習としてエクササイズ名、エクササイズテクニックの理解を深める
三れらのことを反復して学び、個別のトレーエングプログラムが組めるようになる
スポーツトレーナ指導歴 19年

【コj違目標】

対象者別のトレーニングプログラムの作成、指導ができるよう1こなる
Dレジスタンストレーエング
D有酸素性持久力

授業計画・内容

1回 目 レジスタンストレーニングのプログラムデザイン①を説明し実践できるようになる

2回 目 レジスタンストレーニングのプログラムデザイン②を説明し実践できるよ〕こなる

3回 目 レジスタンストレーニングのプログラムデザイン③を説明し実践できるようになる

4回 目 レジスタンストレーニングのプログラムデザイン④を説明し実践できるようになる

5回 目 レジスタンストレーニングのプログラムデザイン⑤を説明し実践できるようになる

6回 目 レジスタンストレーニングのプログラムデザイン総復習

7回 目 有酸素性特久カトレーニングのプログラムデザイン①を説明し実践できるようになる

8回 目 有酸素性持久カトレーニングのプログラムデザイン②を説明し実践できるようになる

9回 目 有酸素性持久カトレーニングのプログラムデザイン③を説明し実践できるようになる

10回 目 有酸素性持久カトレーニングのプログラムデザイン④を説明し実践できるようになる

11回 目 有酸素性持久カトレーニングのプログラムデザイン総復習

12回 目 プライオメトリックトレーニングとスピードトレーニング①を説明し実践できるようになる

13回 目 プライオメトリックトレーエングとスピードトレーニング②を説明し実践できるようになる

14回 目 プライオメトリックトレーニングとスピードトレーニング③を説明し実践できるようになる

15回 目 プライオメトリックトレーニングとスピードトレーニング④を説明し実践できるようになる

16回 目 プライオメトリックトレーニングとスピードトレーニング⑤を説明し実I虎できるようになる

17回 目 プライオメトリックトレーニングとスピードトレーニング総復習

18回 目 総復習①

19回 目 総復習②

20回 目 定期試験・解答解説

準備学習
時間外学習

ジエクササイス(′
'4重

日指とエクササイスアクニツクの理解度を上ける
②自分自身でトレーニングを実施して、体の使い方や反応を知る

評価方法

定期試験 100%

受講生への
メッセージ

エクササ イズの種 目名 や種類 、エクササイズテクニックを覚えて、個別の ムが組めるようになりましょう。

【使用教科書・教材・参考書】



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科 目名

(英 )

臨床実習

Chnica Practice

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 水元 宏哉

実務経験 O

授業
形態

実技
総時間

(単位 )

45

1

開講区分

曜日・時限コース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

外部臨床実習をメインに学内では実習に必要な指導と評価後のフィードバックを行う。
※学内での2回目と3回目の詰義の間に40時間(3時間/day)の外部実習を実施する。
※実務経験 :整形外科で2年 整骨院で6年勤務

【到達目榛】

臨床現場において対応できる能力を身につけ、該当症状に対して適切な処置法を行う事ができるようになる。□

授業計画・内容

1回 目 臨床実習に必要な「態度」「医療画接」へのアプローチ」の再確認をし実践できるようになる

2回 目 臨床実習に必要な「診察」「施術へのアプローチ」の再確認をし実践できるようになる

3回 目 各個人の実習における評価のフィードバックを理解し実践できるようになる

4回 目 各個人の実習における評価のフィードバックを理解し実践できるようになる

準備学習
時間外学習

学内での講義時間外でOSCEを 実施する為、1.2年 次の実習の振り返りと対策が必要となる。

評価方法 臨床実習ガイドラインに則る

受講生へω
メッセージ

最終学年での臨床実習となります。卒業して即戦力となれるように、実習態度はもちろん、評価(検査)等の基礎項目をしつかりとできる
ように心掛けましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

柔道整復学理論編改訂第7版・柔道整復学実技編改訂第2版・包帯固定学改訂第2版・関係法規2024年版・リハビリテーション医学改訂第4版
整形外科学改訂第4版・一般臨床医学改訂第3班・運動学改訂第3版・解剖学改訂第2版・生理学改訂第4版



2024年度 授業概要
学 科:柔道整復科

科目名
(英 )

セルフプロモーション論

Seif―promodon Theory

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 矢島孔明(科 目責任者)久住嵐理

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位) 2

30 開講区分

曜日・時限コース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

本科日では、心身健康科学/人間総合科学の視点から、人間の脳やホルモンの働き、心とからだの相関性などを手がかりに、信頼関係の構築、
ストレスヘの対処、免疫力の向上などについて科学的に読み解いていきます。そして
段階的に、共生社会で自分らしく生き生きと生きるためのスキルの形成を図ります。学修を進めるうちに、視点が変わり、考え方も変わり、また別
の考え方が生まれるでしよう。この自分自身の変化が、本科目で言う「よりよく生きるための知恵Knowiedge for Wdi― Behg)」の創造造につながり
ます。絶えず変化(成長)していることを学修者自身が自覚しながら、スキルの主体的な社会生活への活用を目指します。

【到達目標】

1「よりよく生きる」とはどのようなことなのかを語ることができる。
2自立と共生のための人間理解に必要なことを述べることができる。
3自 身の考え方がどのように変化したかを内観し表現することができる。
キ得た矢日識をもとに、自身の人生における「よりよく生きるための知恵(Knowiedge for WdI
]chg)」 を総合的に探究し、社会生活に活用することができる。

授集計画・内容

1回 目 第1章 できると信じて、一歩を踏み出す

2回 目 第1章 人生の変化の受け入れについて

9回 目 第1章 人生の変化に対する脳のメカニズムについて

4回 目 第2章 他人と助け合つて生きる

5回 目 第2章 本能・理性などの脳部位の調和について

6回 目 第2章 「共感脳」の仕組みと働きについて

7回 目 第3章 新たな自分を育てる

8回 目 第3章 共感脳を育む働きがあるホルモン、オキントシンについて

9回 目 第3章 科学的な視点から「足るを知る」ことの価値について

10回 目 第4章 fbと体のメカニズムを知る

11回 目 第4章 自律神経・ホルモンについて

12回 目 第4章 自然治癒力について

13回 目 第5章 いのちをより良く生きる

14回 目 第5章 なぜ人は学ぶことが必要なのか

15回 目 第5章 より良く生きるための知恵について

16回 目 第5章 自己教育力について

17回 目 ライフ・プロモーションについて

18回 目 自立と共生について

19回 目 総復習

20回 目 学期末試験

準備学習

時間外学習

「よりよく生きるための知恵」として、心身が極めて精織な仕組みを持ち、絶妙なパランスを保ちながら健康やいのちを支えていることを
理解しましょう。自分自身の人生と重ね合わせて探求することが大切です。

評価方法 定期試験

受講生への
メッセージ

テキスト「運命を変える心とからだの磨き方」を通読して、感じ取られた内容を自己の考えや経験に当てはめながら、そこにある人間の
本資を考えてみましょう。「ヒューマン」や「心身健康科学」の教科書とつながりのある事項も多いです。照らし合わせて、あなた自身の
「よりよく生きる」知恵として書き出してみましょう。感じ考えたことをUHAS@myキ ャンパスを使用して教員に伝えたり、身近なヒHこ話し
たりしてみましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

久住員理『運命を変える心とからだの磨き方』幻冬舎



2024年度 授業概要
学 科:柔道整復科

科目名
(英 )

コミュニケーション入F弓

intoroductiOn tO Comunicat on

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 小岩信義

実務経験

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

具体的事例を通して、コミュニケーションの実践につながる理論と、医療・福祉の現場における患者対応や指導、職場の人間関係、職種間の連携
構築に必要となる人間理解の基礎を学ぷ。また、自己と他者、そして相互の理解を深めるテクニックとコミュニケーション方法の学習を通して、医
療従事者
に必要となるコミュニケーションの基礎力を修得する。

【〕l連 目標】

1,自 己と他者、そして相互の理解に必要となるコミュニケーションの基礎枝法について説明できる。
2,人間関係から生じる駿晴やストレスのイ士組みと、対処に必要な技法を説明できる。
3安定した人間関係の形成要因とこれに必要となる視点、技法について説明できる。
4自 己成長の観点からコミュニケーションカの重要性を説明できる。

授業計画・内容

1回 目 ガイダンス

2回 目 第1章 :視点をかえれば人間関係が変わる

3回 目 第1章 :職場の人間関係について

4回 目 第1章 :自 己の感情発現の仕組みとコントロールの方法について

5回 目 第1章 :職場の上司や同僚の行動に対しての技法

6回 目 第2章 :過度な期待がいらだちを生む

7回 目 第2章 :否定的な感情を生む仕組みについて

8回 目 第2章 :事例検討

9回 目 第2章 :慎聴、チャンクダウン、承認、共感的理解について

10回 目 第3章 :相手を知ればストレスが減る

11回 目 第3章 :ストレスが生じる場面について

12回 目 第3章 :人間関係・信頼関係について

13回 目 第3章 !相互理解と協調関係の形成について

14回 目 第3章 :質問方法やフィードパックの方法等について

15回 目 第4章 :自分の中の勇気を呼び覚ます

16回 目 第4章 :他者と良好なコミュニケーションの取り方について

17回 目 第4章 :ソーシヤルネットワークの作り方や自分自身の中で生じる様々なストレスとの向き合い方について

18回 目 第4章 :自 己成長・人間関係力やコミュニケーションカを修得する方法について

19回 目 総復習

20回 目 学期末試験

準備学習
時間外学:圏

テキストの巻未(第 4章末尾】こ参考図書をリストアップしているので、学習の進展に応じて参考にすること。

評価方法 定期試験

受講生への
メッセージ

本科日で学修していただ内容は、受講生のみなさんの家庭、学校、職場等の社会生活の中で活かしていただける内容となつておりま
すので、実践をとおして得た感想や質問などを担当する教員に届けていただき、コーチング・マインドの理解促進を受講生のみなさん
とともに深めたいと考えています。

【使用教科書・教材・参考書】

医療・福祉現場のコミュニケーション(三輪書店



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名

(英 )

生活習慣と健康

Litestyle and Heaにh

必修

選択
必修 年次

担当教員 鈴木はる江

実務経験

授業

形態
講義

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような捜業を実施するのか、具体的に記載する)

健康的な生活習慣の重要性に対する関心と理解について自身の生活を振り返るとともに、社会との関係性を再認識する

【到違目標】

心身の健康を維持するために、日ごろの生活習慣が重要であることを理解し、自身の生活改善に活用する。

授業計画・内容

1回 目 第1章 生活習慣病の特徴①

2回 目 第1章 生活習慣施の特徴②

3回 目 第2章 主な生活習慣病①

4回 目 第2章 主な生活習慣病②

5回 目 第2章 主な生活習慣病③

6回 目 第3章 歯の健康①

7回 目 第3章 歯の健康②

8回 目 第4章 がんと生活習慣①

9回 目 第4章 がんと生活習慣②

10回 目 第5章 肥満:栄養と運動①

11回 目 第5章 肥満:栄養と運動②

12回 目 第6章 メタボリックシンドローム①

13回 目 第6章 メタボリックシンドローム②

14回 目 第7章 飲酒習慣と健康①

15回 目 第7章 飲酒習慣と健康②

16回 目 第8章 喫煙習慣①

17回 目 第8章 喫煙習慣②

18回 目 第9章 生活習慣病対策

19回 目 健康日本21について

20回 目 学期末試験

準備学習
時間外学習

マイキャンパスの「質問箱」へ寄せられた質問へ、1週間以内に返答するようにします。

評価方法 定期試験

受講生への
メッセージ

テキストの重要ポイントを理解し、自分自身の生活改善にどのように応用できるか考察する。

【使用教科書・教材・参考書】

『まるごとわかる!生活習慣病』、坂根直樹、「南江堂」、2020、 第1版



2024年 度 授業概要
学 科:柔道整復科

科目名
(英 )

医療英語

Medical Enghsh

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 ILC

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

40

2

開講区分

曜日・時限

後期

コース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような援業を実施するのか、具体的に記載する)

柔遭整復師は日本国内の伝統的な資格であるが、現在はグローバルに活躍できる場がある。そこで柔道整復師としてまたは医療人として英語を
発信する能力を身につけ、グローバルに活躍できる柔道整復師になってもらうために実施する

【到達目標】

①英語による英語でのコミュニケーションがとれる。
②自分で自己紹介、自分の考えを相手に伝えることができる。

授業計画・内容

1回 目 イントロダクション

2回 目 受付に関わる医療英語について理解できる

3回 目 受付に関わる医療英語について理解できる②

4回 目 受付に関わる医療英語について理解できる③

5回 目 診察に関わる医療英語について理解できる

6回 目 診察に関わる医療英語について理解できる 問診①

7国 目 診察に関わる医療英語について理解できる 問診編②

8回 目 診察に関わる医療英語について理解できる 問診編③

9回 目 診察に関わる医療英語について理解できる 視診編①

10回 目 診察に関わる医療英語について理解できる 視診編②

11回 目 診察に関わる医療英語について理解できる れ虫診編①

12回 目 診察に関わる医療英語について理解できる 触診編②

13回 目 診察に関わる医療英語について理解できる 触診編③

14回 目 診察に関わる医療英語について理解できる 超音波機器

15回 目 診察に関わる医療英語について理解できる 診断

16回 目 診察に関わる医療英語について理解できる 施術①

17回 目 診察に関わる医療英語について理解できる 施術②

18回 目 診察に関わる医療英語について理解できる 会計①

19回 目 診察に関わる医療英語について理解できる 会計②

20回 目 学期末試験

準備学習

時間外学習

(目標①)この授業を受けるには、可能であれば事前にテキスHこ目を通し、分からない単語や表現があれば調べておくことが望まし
い 。

(目標②)この授業を受けた後は、必ずまたテキスHこ目を通し、復習をしてくことが望ましい。動画が見れる場合は動画も視聴しておく
こと。
時間外学習は①と②及び、将来外国人と接する際、必要なフレーズを使用してコミュニケーションが取れることを想定しておくことが望
ましい。

評価方法

定期試験にて知識・技能の到達評価を行う。
●定期試験(100X)
上記にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

この授業では、基本的な日常英会話を自信を持つて実践できるよう様々なアプローチから構成されたテキストを基にして学習していき
ます。最初に交わす挨拶から好きな音楽のジヤンルを質問したり兄弟がいるかどうか、または日常のことについて質問したりと日頃友
人と交わす日本語の内容と変わらない基本的なレベルの会話を英語に置き換えて練習していきます。きっと自信を持って日常英会話
をすることができるようになると思います。この授業においては、ペアワークやワークシートなどに関しては進んで取り組むことが望まし
いです。

【使用教科書・教材・参考書】

医療英語コミュニケーションテキスト



2024年度 授業概要
学 科 I柔道整復科

科 目名

(英 )

保健体育

Hea th and Physical Education

必修
選択

必修 年次
担当教員 仲田直樹/坂本道人

実務経験

授業

形態
演習

総時間
(単位 )

90

6

開講区分

曜日・時限

通年

ヨース 共通 月曜12限 .火曜4限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道の歴史(創始者,創始年)1理念,教育的効果(ネL・精神・道徳・品格),嘉納治五郎師範の考え・言葉(精力善用・自他共栄)・遺訓について学
習する また,道場の清掃.礼法,受身については毎授業行う また前期後半より,認定実技審査合格の為に必要な初段相応の実力を身に着け
る為、形・受身・乱取・身嗜等の基本的動作を習得する。

【到違目標】

①柔道衣,帯を正しく着る(結ぶ)ことができる
②柔道の礼法を身につける
③受身の重要性を理解する
④形の理合いを理解し,相手を投げることができる
⑤相手を尊重し,技の攻防ができる

授業計画・内容

1回 目 オリエンテーション

2回 目 後受身1横受身,前受身が実践できる

3回 目 柔道衣の着方,礼法が実践できる

4回 目 前回受身,歩き方,組み方が実践できる

5回 目 出足払,送足払が実践できる

6回 目 膝車,支釣込足が実践できる

7回 目 足技の復習

8回 目 背負投、体落が実践できる

9回 目 袈裟固,検四方固,上四方回が実践できる

10回 目 立枝・寝技の約束乱取りが実践できる

11回 目 試験前練習

12回 目 中間試験

13回 目 手技(浮落)が実践できる

14回 目 手技 (背負投)が実践できる

15回 目 手故 (肩車)がが実践できる

16回 目 手技 (浮落・背負投)が実践できる

17回 目 手技 (背負投・肩車)が実践できる

18回 目 手技復習

19回 目 試験前練習

学期末試験20回 目



21回 目 オリエンテーション

22回 目 月要技(浮 B要 )の足運びが実践できる

23回 目 腰技 (浮腰)の投げるまでが実践できる

24回 目 腰技 (払腰)の足運びが実践できる

25回 目 腰技 (払腰)の投げるまでの動作を実践できる

26回目 腰技 (釣込腰)の足運びが実践できる

27回 目 腰技 (釣込腰)の投げるまでの動作を実践できる

23回 目 試験の説明、総復習①

29回 目 総復習②

30回 目 定期試験

31回目 足技 (送足払)足運びが実践できる

32回 目 足技 (送足払)投げるまでの動作が実践できる

33回 目 足技 (支釣込足)足運びが実践できる

34回 目 足技(支釣込足)投げるまでの動作が実践できる

35回 目 足技(内股)足運びが実践できる

36回目 足技(内股)投げるまでの動作が実践できる

37回 目 試験の説明、総復習①

38回 目 総復習②

39回 目 総復習③

40回 目 定期試験

41回 目 特別講義

42回 目 特別講義

43回 目 特別講義

44回 目 特卯I講義

45回 目 特別講義

準備学習

時間外学晋
授業内では十分な反復練習の時間が無いので週に1度は柔道場にて復習練習に取り組むことが望ましい

評価方法 出席,中間試験,定期試験にて評価する

受講生への
メッセージ

1年生の柔道の授業では身嗜み、礼法などの基本動作をしつかりと身につけ、他の授業実技・座学にも活かしてほしい。また形や立技などでは、技
の理合い、受身の重要性をしっかりと理解し、授業に臨んでほしい。
3年生の認定実技審査合格に向けて必要な技術・矢B識を体得してもらう。

【使用教科書・教材・参考書】

柔道着



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

職業倫理

Professional Ethlos

惑修

選択
必修 年次 1

担当教員 平野 裕子

実務経験

授業

形態
講義

総時間

(単位 )

20

1

開講区分

曜日・時限

前期前半

コース 共通 月曜 1,2・ 3限

【授業の学習内容」 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

医療専門職として柔道整復師が学ぶべき職業上の倫理、患者の権利とインフォームド・コンセント、個人情報の保護、望ましい接遇の実践、そして
適切な施術料の請求の意義を理解するための医療保険制度を含む各社会保障制度について理解し、専門職としてのリテラシーを酒養する。

【到達目標】

柔道整復師の業務や専門職としての責務について、現代日本における少子高齢化や医療技術の発達、患者の自己決定権の拡大等社会の変化
に対する理解を通して、倫理的な思考を涵養する。

授業計画・内容

1回 目 柔道整復師とは(1)専門職としての柔整師の資務について説明できる(テキスト3A・ 3C)

2回 目 柔道整復師とは(2)他職種との連携について説明できる(テキスト3A)

3回 目 柔道整復師とは(3)患者との接し方の理論について説明できる(テキスト3A・ 28)

4回 目 柔道整復師とは (4)インフォームド・コンセントと患者の権利について説明できる(テキスト3B)

5回 目 柔道整復師とは(5)急者との接し方の良しあしについて説明できる(テキスト3E)

6回 目 柔道整復師とは(6)個人情報の保護・リスクマネジメントについて説明できる(テキスト3E)

7回 目 社会保障制度(1)社会保障の機能について説明できる(テキストヽA)

8回 目 社会保障制度(2)医療保険制度・介護保険制度について説明できる(テキスト18・ lC)

9回 目 社会保障制度(3)診療報酬点数・柔道警復療養費について説明できる(テキストiC,2A・ 23)

10回 目 最終テスト・解説

準備学習

時間外学習
各授業前に、テキストの該当箇所を読んでおくこと。

評価方法 評価は、最終テストの結果によつて行うが、最終テストの受験要件は、全10コマのうち2/3の 出席をしたものに限る

受講生への
メッセージ

柔道整復師は、地域社会の人々の健康に貢献できる、素晴らしい職業です。一方、柔道整復師を取り巻く環境は年々厳しくなっています。専門職
としての倫理(社会的なルール)を守り、「生き残れる柔整師」1こなるために、みなさんと共に考えていきたいと思います。

【使用教科書・教材・参考書】

全国柔道整復学校協会監修、社会保障制度と柔道整復師の職業倫理、医曽薬出版、2023



2024年度 授業概要
学 科:柔道整復科

科 目名

(英 )

柔道 I

」udo I

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 木寺修作

実務経験

授業

形態
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

後期・後半

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する数員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道実技から礼節や相手への思いやりの心を学び、人間教育の一環として実施する。
また、体の使い方を学び関節への負荷・影響など損傷原因になりうる動きを理解する。

【到達日標】

認定実技審査の審査内容を理解する。
認定実技審査の合格基準を身につける。
認定実技審査に基づいた身暗み・受身・形を身につける
認定実技審査で決まつている試験時間内に審査が終わるようスムーズな動きが出来るようになる

授業計画・内容

1回 目 認定実枝に沿つた礼法・前回受身(認定実技試験の概要説明)ができる

2回 目 認定実技に沿つた礼法・前回受身(認定実技試験時間配分説明・練習)ができる

3回 目 認定実技に沿つた礼法・前回受身(時間を測定し練習)ができる

4回 目 認定実技に沿つた礼法・前回受身(時間を測定し練習)ができる

5回 目 認定実技に沿つた礼法・前回曼身 (時間を測定し練習)ができる

6回 目 認定実技に沿つた礼法・前回受身 (認定実技試験の採点項目練習)ができる

7回 目 認定実技に沿つた礼法・前回受身(認定実技試験の採点項目練習)ができる

8回 目 本講義の範囲を理解し実Ltできる

9回 目 本講義の範囲を理解し実践できる

10回 目 試験

準備学習

時間外学琶

講義外での反復練習が必要である。しかし柔道は指導者の元、柔道場で練習する事が安全に行う為の必須条件である為、学内の柔道場開放日
に参加する事が望ましい。また適切な指導を受け、正しく新しい技や動きを身につける事が上達への近道の為、柔道は決して予習をせず、復習の
時間を大切にする。

評価方法 実技・出席

受講生への
メッセージ

柔道実技は強くなる為の授業ではありません。礼節を学び、怪我をしない動きを理解し実践する事を目標にしています。また認定実技審査合格の
為に必要な実力をつける為に毎回受講するだけでなく、柔道場が解放されている日は練習に参加して下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

柔道着



2024年度 授業概要
学 科 :柔道整復科

科目名
(英 )

柔道Ⅱ

」UDO Il

必修

選択
必修 年次 3

担当教員 木寺 修作

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

60

2

開講区分

曜日・時限

前期・後期前半

ヨース 共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔遺の技の問合いや理合いを理解し、認定実枚の審査項目に沿つた礼法、受身を習得できる。

【到達目標】

・認定実技審査の審査内容を理解する。
・認定実技審査の合格基準でもある初段相当の実力を身につける。
・認定実技審査に基づいた身暗み・受身・形・立ち技を身につける
・認定実技審査で決まっている試験時間内に審査が終わるようスムーズな動きが出来るようになる。
・格闘牧である事・相手が怪我をする可能性がある事をやつているという自覚を持ち、相手に対する感謝の気持ちを忘れない。
・認定実技審査に全員合格する。

授業計画・内容

1回 目 2年次の復習 (ネL法・前回受身)について実践できる

2回目 手技の足運びについて実践できる

3回 目 手技で投げる練習について実践できる

4回 目 腰枝の足運びについて実践できる

5回 目 腰枝で投げる事が実践できる

6回 目 足技の足運びについて実践できる

7回 目 足技で投げる事が実践できる

8回 目 前回受身での時間短縮と手技が実践できる

9回 日 前回受身のタイム計測と腰技が実践できる

10回 目 前回受身のタイム計測と足技が実践できる

11回 目 前回受身のタイム計測と手技・腰技・足技が実践できる①

12回 目 前回受身のタイム計測と手技・腰技・足技が実践できる②、移動打込が実践できる

13回 目 前回受身のタイム計測と手技・腰枚・足技が実:麦できる③、移動打込、移動投込が実践できる

14回 目 約束乱取について理解し、約束乱取が実践できる①

15回 目 手技・腰技・足技が実践できる④、約束乱取が実践できる②

16回 目 実枝試験について理解し、形が実践できる

17回 目 実技試験練習①

18回 目 実技試験練習②

19回 目 実枝試験練習③

20回 目 前期実技試験



21回 目 試験解説、評価を受けての振り返りをし、改善点を理解・実践できる

22回 目 礼法・前回受身・形・約束乱取の補足、実技練習を実践できる

23回 目 認定実技審査について理解し、実技練習が実践できる

24回 目 認定実技審査対策が実践できる①

25回 目 認定実技審査対策が実践できる②

26回 目 認定実技審査解説、評価を受けての振り返りをし、改善点を理解・実践できる

27回 目 口頭試問対策(柔道の歴史、理念)を理解し認定実技審査対策が実践できる

28回 目 口頭試問対策(審判規定、礼法)を理解し認定実技審査対策が実践できる

29回 目 口頭試問対策(受身)を理解し認定実技審査対策が実践できる

30回 目 実枝試験、回頭試問

準備学習
時間外学習

政 采 で行 つた 困 谷 を必 丁 ′久
`′'段
栗 まで に柔 週 勅 に 米 て優 習 丁 る。

評価方法

実枝富式験・日頭試闘

受講生への
メッセージ

子ア岐不日当の粟力をつける為、改の形のうち手板・腰子貫・足夜を習得し立積の標習も行います。認疋冥技審査の合格基準でもある為、年齢・性別に
関係なく最低限の実力をつけてもらう授業内容になつています。

【使用教科書・教材・参考書】

柔道着



2024年度 授業概要
学 科:柔道整復科

科目名
(英 )

実践臨床柔道整復学
必修

選択
必修 年次 3

担当教員 複数の専任教員

実務経験

授業

形態
講義

総時間
(単位)

120 開講区分

曜日・時I眼

後期

]―ス 共通

【1受業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

柔道整復師の臨床現場にて必要な知識(解吉1・ 生理・運動・衛生・公衆衛生・病理・法規・外科・り′ヽヒ
・
リテーション・一般臨床・整形外科・柔遭整復)を深め、現婦に出た

時に即戦力となる為の学習

【〕I連目標】

中で、患者とのコミュニケーションに必要な各科目の知識や国家試験を受験するにあたって必要な知識が習得て
とする。
レベルとする。

授業計画・内容

1回 目 診察各論(視診、打診、聴診、触診、生命徴候、感覚検査、反射検査、臨床症状)について説明できる

2回 目 上肢損傷、下破損傷について説明できる

3回 目 体液・神経の生理について説明できる

4回 目 整形外科 診察法・検査法について説明できる

5回 目 頭部・体幹の軟部組織損傷について説明できる

6回 目 頭部・体幹の骨折と脱日について説明できる

7回 目 呼吸器疾患、循環器疾患、消化器疾患、代謝疾患、内分泌疾患について説明できる

8回 目 頚肩腕症候群・腰痛について説明できる

9回 目 筋・循環器系・呼吸器系の生理について説明できる

10回 目 整形外科 治療法について説明できる

11回 目 上肢の軟部組織損傷について説明てきる①

12回 目 上肢の骨折と脱口について説明できる①

13回 目 血液・造血器疾患、腎・尿路疾患、神経疾患、感染症、リウマチ、膠原病、その他について説明できる

14回 目 肋骨骨折、アキレス1建断裂について説明できる

15回 目 消化と吸収・栄養と代謝の生理について説明できる

16回 目 整形外科 総論について説明できる

17回 目 上肢の軟部組織損傷について説明できる②

18回 目 上肢の骨折と脱口について説明できる②

19回 目 細胞傷害、循環障害、進行性病変について説明できる

20回 目 介護保険法について説明できる①

21回 目 体温調節・内分泌機能と生殖の生理について説明できる

22回 目 スポーツ整形外科 総論について説明できる

23回 目 上肢の軟部組織損傷について説明できる③

24回 目 上肢の骨折と脱口について説明できる③

25回 目 炎症、アレルギー、腫瘍、先天性異常、病因について説明できる

26回 目 介護保険法について説明できる②

27回 目 腎機能と構造の生理について説明できる

28回 目 整形外科 疾患別各論について説明できる①

上肢の軟部組織損傷について説明できる④

30回 目 骨折と脱口について説明できる④



31回 目 外科学 総論について説明できる

32回 目 障害者スポーツについて説明できる①

33回 目 疾病予防と健康管理、感染症の予防について説明できる

34回 目 整形外科 疾患別各論について説明できる②

35回 目 下破の軟部組織損傷について説明できる①

36回 目 下肢の骨折と脱口について説明できる①

37回 目 外科学 各論について説明できる

38回 目 障害者スポーツについて説明できる②

99回 目 消毒、環境衛生について説明てきる

40回 目 整形外科 身体別各論について説明てきる①

41回 目 下肢の軟部組織損傷について説明できる②

42回 目 下肢の骨折と脱口について説明できる②

43回 目 衛生行政と保健医療の制度について説明できる (関係する法律について説明できる)

44回 目 リハヒ
・
リテーシヨン問題演習

45回 目 母子保健・学校保健・産業保健について説明できる

46回 目 整形外科 身体別各論について説明できる②

47回 目 下肢の軟部組織損傷について説明できる③

48回 目 下肢の骨折と脱口について説明できる③

49回 目 本語義の内容について理解し説明できる①

50回 目 本講義の内容について理解し説明できる②

51回 目 本講義の内容について理解し説明できる③

52回 目 本講義の内容について理解し説明できる④

53回 目 本講義の内容について理解し説明てきる⑤

54回 目 本講義の内容について理解し説明できる⑥

55回 目 本講義の内容について理解し説明できる⑦

56回 目 本講義の内容について理解し説明できる③

57回 目 実践柔道整復学の演習①

58回 目 実践柔道整復学の演習②

59回 目 実践柔道整復学の演習③

60回 目 実践柔道整復学の演習④

準憔学習
時間外学習

畢 Hllこ叡科脅、同じイ

"質
料をよく再売んでおくこと

評価方法

科 日認 だ 孤 嵌 100X

受講生への
メッセージ

り身についているかを確認する講義です。
てください。

【使用教科書・数材・参考書】

全国柔道整復学校協会監修 教科書


	⑥シラバス(柔整１)訂正版.pdf
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